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さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら 

協
調
し
て
取
り
組
む
べ
き
難
問

　
２
０
２
４
年
の
訪
日
外
客
数
は
３
８
０

０
万
人
を
超
え
、
過
去
最
高
だ
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
を
５
０
０
万
人
上

回
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
と
く
に
主
要
都

市
や
観
光
地
で
は
改
め
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
対
策
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
て
、

国
も「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防

止
・
抑
制
」
を
掲
げ
て
取
り
組
み
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

　
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
以
下

Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
の
本
質
を
探
る
研
究
に

取
り
組
み
、
地
域
特
性
や
住
民
の
感
じ
て

い
る
負
の
感
情
の
種
類
か
ら
問
題
の
切
り

分
け
に
取
り
組
ん
で
き
た（『
と
ー
り
ま

か
し
』75
号
掲
載
）。
今
回
は
さ
ら
に
、
全

国
各
地
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
し
て

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
、

ま
た
そ
れ
に
向
け
た
課
題
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
探
る
た
め
、

観
光
地
や
観
光
関
連
事
業
者
を
対
象
に
調

査
を
実
施
。
そ
の
結
果
か
ら
は
、
改
め
て

こ
の
問
題
の
、
観
光
地
だ
け
で
は
向
き
合

い
き
れ
な
い
難
し
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。

　
本
特
集
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
調
査「
観
光
地

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び 

分
散
・

平
準
化
対
策
に
関
す
る
現
状
調
査
」
の
結

果
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
も
と
に
地

域
の
具
体
的
な
取
り
組
み
例
に
取
材
し
て
、

多
角
的
に
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
み
た
。

2

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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「観光地のオーバーツーリズムおよび 分散・平準化対策に関する現状調査」より

みんなで挑む！
やるべきことは見えてきた

何を解決すればオーバーツーリズムを解決したと言えるのか？
調査からは、課題のパターンとともに解決の難しさも見えてきた。
その内容を紹介することで、業界を挙げてこの難問に挑む手がかりとしたい。

P4 「観光地のオーバーツーリズムおよび 分散・平準化対策に関する現状調査」報告
P8 対談  美瑛町× JRC
P12 事例  宮島清掃活動（宮島表参道商店街有志）／御食国事業（関西観光本部）
P14 観光庁に聞く

オーバー
ツーリズム問題



生
活
者
の
視
点
か
ら
見
る
と 

「
悪
い
影
響
」が
よ
り
優
勢

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
一
般
に「
観

光
客
の
増
加
に
よ
り
住
民
や
観
光
客
に
悪

影
響
が
出
る
こ
と
」
を
指
す
。
た
だ
し
、

住
民
に
と
っ
て
の
悪
影
響
と
観
光
客
に
と

っ
て
の
悪
影
響
は
内
容
が
異
な
り
、
住
民

と
観
光
業
界
で
も
受
け
止
め
方
は
異
な
る

は
ず
だ
。
本
調
査
は
Ｊ
Ｋ
Ｎ
会
員（
調
査

概
要
参
照
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

回
答
者
の
多
く
を
観
光
関
連
従
事
者
が
占

め
る
こ
と
か
ら
、
混
雑
度
合
い
と
そ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
が
住
民
と
し
て

日
常
生
活
を
送
る「
日
常
生
活
エ
リ
ア
」
と
、

観
光
業
務
従
事
者
と
し
て
関
わ
る「
業
務
・

事
業
エ
リ
ア
」（
観
光
地
、
宿
泊
施
設
等
）

に
分
け
て
確
認
し
た
。

　
図
１
は
、
両
エ
リ
ア
で
回
答
者
が
関
わ

る
地
域（
以
下
、
自
地
域
）の
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
較
し
た
混
雑
度
合
い
。
日
常
生
活

エ
リ
ア
で
は
59
・
７
％
、
業
務
・
事
業
エ

リ
ア
に
お
い
て
は
63
・
４
％
が
混
雑
を
認

識
し
て
い
て
、
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
前
以
上

に
混
雑
が
進
ん
で
い
る
の
が
分
か
る
。
一
方
、

混
雑
に
よ
る
影
響（
図
２
）
に
つ
い
て
は
、

業
務
・
事
業
エ
リ
ア
で
は
良
い
影
響
を
感

じ
て
い
る
割
合
が
75
・
７
％
と
優
勢
だ
が
、

日
常
生
活
エ
リ
ア
で
は
52
・
４
％
と
悪
影

響
を
感
じ
て
い
る
割
合（
60
・
４
％
）
を
下

回
り
、
地
域
住
民
が
観
光
の
恩
恵
を
感
じ

に
く
い
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
混
雑
に
伴
う
具
体
的
な
影
響（
図
３
）に

つ
い
て
は
、「
生
活
圏
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ

調査概要
調査名 「観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査」
調査目的 観光関連業務従事者等を対象に、日常生活圏または業務・事業で関わる

エリアの混雑状況や混雑による影響度、具体的に発生している問題点に
ついて明らかにする。
各地のオーバーツーリズム対策や、分散・平準化対策について、実施状況
や実施意向、対策内容、推進上の課題点について明らかにする。

調査方法 JKN会員に向けたインターネット調査
（JKN会員にメールでアンケートを依頼し、専用のweb画面で回答してい
ただく形式）

調査期間 2024年8月28日（水）～10月4日（金）
調査対象者 JKN会員（割付回収なし） 

回答者の所属先別の人数は
右表の通り

良い影響が
出ている

良い影響も
悪い影響も
出ている 

良い影響も
悪い影響も
出ている 

影響なし 14.1%

分からない  2.5%

悪い影響が
出ている

※JKN会員とは、『じゃらんリサ
ーチセンター』が保有するメー
ルマガジン会員データベースで、
観光行政（自治体、観光協会、
DMO等）や観光関連事業者（宿
泊、交通、IT等）が登録

（人） （％）
行政・計 390 40.8

都道府県庁 76 7.9
市区町村 159 16.6
観光協会・DMO 107 11.2
その他 48 5.0

民間企業・計 319 33.4
宿泊施設・計 151 15.8
その他　　　 96 10.0
合計　　 956 100.0

■あてはまる ■ややあてはまる　 ■どちらでもない ■あまりあてはまらない ■あてはまらない

混雑している
場所やスポットが
ある

やや混雑している
場所やスポットがある

混雑している
場所や
スポットはない

混雑している
場所や
スポットはない

29.4%

30.3%
40.3%

45.4% 

15.1%

29.2%

良い影響が
出ている 7.0%

影響なし

分からない  3.3%

悪い影響が
出ている

4

図1 自地域の旅行者の増加による混雑度（単一回答）

日常生活エリア

日常生活エリア

業務・事業エリア

業務・事業エリア

図２ 混雑による影響（単一回答） 

観光業務従事者（n=806）

業務エリアに混雑エリアがある観光業務従事者（n=511）

全員（n=956）

日常生活エリアに混雑エリアがある人（n=571）

日
常
生
活
に
は「
悪
い
影
響
」が
優
勢

要
対
策
だ
が
難
し
い
の
は
交
通
問
題

「
観
光
地
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
分
散
・
平
準
化
対
策
に
関
す
る
現
状
調
査
」は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
現
況
や
対
策
に
つ
い
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。そ
の
中
か
ら
ま
ず
は
現
況
と
着
手
す
る
べ
き

対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

混雑している
場所やスポットが
ある

23.5%

52.3%

7.6%

32.6%
36.6%

30.8%

やや混雑している
場所やスポットがある

混雑している・計
63.4％

良い影響が
出ている・計
75.7％

良い影響が
出ている・計
52.4％

悪い影響が
出ている・計
59.9％悪い影響が

出ている・計
60.4％

混雑している・計
59.7％

オーバー
ツーリズム問題

調査結果①

オーバー
ツーリズムの
現況



た
」「
マ
ナ
ー
が
悪
い
旅
行
者
が
い
る
」
が

と
も
に
５
割
以
上
。
と
く
に
マ
ナ
ー
へ
の

問
題
意
識
が
目
立
つ
。
そ
の
他「
物
価
や

飲
食
店
の
価
格
な
ど
が
急
激
に
上
昇
し

た
」
も
５
割
に
近
く
、
と
く
に
民
間
企
業

で
６
割
以
上
、
宿
泊
施
設
で
は
７
割
以
上

と
高
い
。「
普
段
使
う
バ
ス
や
電
車
に
乗
車

で
き
な
い
、
お
店
に
入
れ
な
い
」
と
い
う

具
体
的
な「
不
利
益
」
も
挙
が
っ
た
が
、
そ

れ
以
前
の「
不
安
」「
不
快
」
に
類
す
る
影

響
が
目
立
っ
た
と
言
え
る（「
不
安
」「
不

快
」「
不
利
益
」に
つ
い
て
は
Ｐ
10
参
照
）

取
り
組
み
や
す
い「
マ
ナ
ー
対
策
」 

難
易
度
の
高
い「
交
通
」問
題

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
言
え
る
状
況

は
多
く
の
関
係
者
が
認
識
し
て
い
る
一
方

で
、
実
際
に
対
策
を
実
施
し
て
い
る
割
合

は「
混
雑
エ
リ
ア
あ
り
」
と
認
識
し
て
い
る

人
で
33
・
８
％（
図
４
）。
た
だ
し
所
属
先

別
に
見
る
と
、行
政
で
は「
実
施
し
て
い
る
」

が
約
４
割
に
上
る
の
に
対
し
、
民
間
企
業
、

宿
泊
施
設
で
は
２
割
前
後
。
と
も
に
４
割

以
上
が「
分
か
ら
な
い
」
と
答
え
る
な
ど
温

度
差
も
あ
っ
た
。　

　
ま
た
、
自
地
域
の
混
雑
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
解
決
す

全体 （956）

観光業務従事者 （806）

業務エリア混雑度別

混雑エリアあり （263）

やや混雑エリアあり （248）

混雑エリアなし （295）

所属先別
※業務エリアに
混雑エリアがある人

行政 （186）

民間企業 （200）

宿泊施設 （84）

あてはまる・
計

全
体

不
安

旅行者の増加によって、生活圏の雰囲気が変わった  57.5 

看板、飲食店のメニューなどで外国語表記を見ることが増え、落ち着かない  15.2 

安価なホテルや特定の業態の店舗が急激に増えた  27.7 

旅行者の増加に合わせて物価や飲食店の価格などが急激に上昇した  49.2 

不
快

マナーが悪い（割り込み、路上飲酒、ポイ捨てなど）旅行者がいる  52.2 

立ち入り禁止場所へ侵入する人がいる、無断で写真撮影する人がいる  41.2 

不
利
益

旅行者で混雑して、普段使うバスや電車に乗車できない、お店に入れない  42.6 

食べ歩きで店内・施設内に入り、展示商品やほかの人の洋服などが汚れる  14.5 

建造物・文化財などの破損・落書きがある  16.0 

自然環境が悪化していると感じる  23.7 

■あてはまる ■ややあてはまる　 ■どちらでもない ■あまりあてはまらない ■あてはまらない

■ある ■ない ■分からない※所属先別は「その他」を除く

7.5 77.6 14.9

15.7 50.4 33.9

33.8 27.4 38.8

18.6 52.9 28.5

16.7 50.5 32.7

20.2 35.7 44.0

17.5 38.0 44.5

38.2 40.9 21.0
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図3  混雑によって起こっている問題（自地域内に混雑エリアがある人、単一回答）（％）

図4  オーバーツーリズム対策の有無（全体、単一回答）（％）

観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査

図5　さまざまな対策の必要性と難易度（ベース＝全体、複数回答）
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※
必
要
な
対
策
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対
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合
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8.6 15.1 24.3 23.7 28.3 

4.8 11.2 22.2 25.2 36.6 

3.2 11.2 22.3 28.8 34.5 

13.4 29.2 15.8 20.9 20.6 

15.5 25.7 21.8 22.3 14.6 

22.5 29.7 20.2 19.1 8.6 

14.5 34.8 21.7 18.8 10.3 

7.2 20.5 21.7 23.7 26.9 

4.2 11.1 20.0 26.5 38.3 

19.5 38.0 17.5 16.6 8.3 

観光が地域にもたらす
メリットの住民への説
明、インバウンド受容
の雰囲気づくり

住民が意見を投稿できる
プラットフォームや意見箱
の設置

住民の生活に関する
データの検証・分析

住民・事業者などの
地域関係者同士の話し合い

マナー違反行為の抑制

飲食店等商業施設におけ
る混雑状況の調査・把握

手ぶら観光の推進・
仕組みづくり

交通渋滞の解消
（自家用車の入域規制、
パークアンドライド等）

運賃・料金の
柔軟な設定

受入環境の充実

入域や交通の管理・規制

必要度が高く、
比較的すぐに
取り組める対策

必要度が高く、
実施が難しいため、
分野横断的な
連携が必要

公共交通の輸送力増強

公共交通の混雑緩和

旅行者への
マナー啓発

（情報発信）

インバウンドへの
マナー啓発

（多言語対応等）



実
効
性
の
あ
る
対
策
の
た
め 

幅
広
い
連
携
も
視
野
に

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
は
す
べ
て

の
地
域
で
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
す
る
と
、
一
部
の
都
市
や
観
光
地
、
シ

ー
ズ
ン
に
偏
っ
た
観
光
客
を
分
散
・
平
準

化
で
き
れ
ば
、
そ
も
そ
も
問
題
自
体
が
抑

制
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
う

し
た
混
雑
の
偏
り
と
、
そ
の
対
策
の
実
態

に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。

　
時
間
的
な
偏
り
に
つ
い
て
は
、
自
地
域

内
に
混
雑
エ
リ
ア
が
あ
る
人
の
う
ち
８
割

以
上
が
何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
と
回
答
。

業
務
エ
リ
ア
に
混
雑
が
あ
る
場
合
、
１
日

の
中
の
時
間
帯
に
よ
る
差
を
挙
げ
る
人
が

多
か
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
シ
ー
ズ
ン

に
よ
る
繁
閑
差
が
目
立
つ（
図
６
）。
地
域

的
な
偏
り
に
つ
い
て
も
、
全
体
の
８
割
以

上
が「
あ
る
」
と
回
答
。
全
体
で
は
県
内

の
地
域
間
で
の
偏
り
を
挙
げ
る
声
が
多
か

っ
た
が
、
業
務
エ
リ
ア
に
混
雑
エ
リ
ア
が

あ
る
場
合
、
と
く
に
域
内
の
特
定
ス
ポ
ッ
ト

へ
の
一
極
集
中
が
多
く
挙
が
っ
た（
図
７
）。

 

「
偏
り
が
あ
る
」
と
の
認
識
が
大
き
い
半

面
、「
分
散
・
誘
客
対
策
が
さ
れ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
全
体
の
23
・
２
％
、

改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
回
答
者
は

わ
ず
か
４
％
に
留
ま
る（
図
9
）。
業
務
エ

リ
ア
に
混
雑
エ
リ
ア
が
あ
る
場
合
、
４
割

近
く
が「
対
策
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
も
の
の
、
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
の
回

答
は
や
は
り
５
・
３
％
と
低
い
。

　
実
施
さ
れ
て
い
る
対
策
内
容
は
、「
モ
デ

ル
ル
ー
ト
・
コ
ー
ス
の
提
示
」「
旅
行
客
向

け
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
」「
多
言

語
の
情
報
ツ
ー
ル
の
整
備
」
が
多
く
、
と

く
に
混
雑
エ
リ
ア
の
あ
る
地
域
で
は
ネ
ッ

ト
予
約
、
混
雑
情
報
配
信
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

目
立
つ
。
一
方
で「
混
雑
、
非
混
雑
地
域

間
の
連
携
」
や「
住
民
向
け
説
明
会
」
な
ど

は
進
ん
で
い
な
い（
図
８
）。
対
策
が
進
ま

な
い
主
な
理
由（
図
10
）
は
、
人
材（
ス
キ

ル
、
専
門
性
）
や
人
手（
労
働
力
）
の
不
足
。

こ
れ
に「
エ
リ
ア
間
の
連
携
・
役
割
分
担

が
難
し
い
」
が
続
き
、
市
区
町
村
で
は
資

金
面
へ
の
課
題
も
加
わ
る
。

　
人
材
不
足
の
解
決
は
難
し
い
が
、
連
携

の
強
化
に
つ
い
て
は
、
利
害
関
係
の
異
な

る
関
係
者
の
調
整
役
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

第
三
者
的
に
関
与
す
る
な
ど
工
夫
の
余
地

も
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
そ
の
も

の
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
域
間
、

ま
た
観
光
事
業
者
と
地
域
住
民
の
連
携
も

意
識
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

る
た
め
に
ど
ん
な
対
策
が
必
要
で
、
そ
の

う
ち
実
現
が
難
し
い
と
思
う
の
は
ど
の
対

策
か
も
確
認
。
こ
れ
ら
を
集
計
し
、
横
軸

に「
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
率
」、
縦

軸
に「
実
施
障
壁
率（
実
現
の
難
し
さ
）」

を
取
っ
て
示
し
た
の
が
図
５
だ
。「
必
要
な

対
策
」
と
し
て
最
も
多
く
挙
が
っ
た
の
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
、
そ
の
他
旅
行
者

へ
の「
マ
ナ
ー
啓
発
」。
次
に
関
心
を
集
め

た
の
が「
公
共
交
通
」
に
関
す
る
こ
と
で
、

輸
送
力
増
強
や
混
雑
緩
和
が
課
題
視
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し「
マ
ナ
ー
啓
発
」
に
つ
い

て
は
実
施
障
壁
率
が
低
い
＝
比
較
的
容
易

に
実
施
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
方

で
、
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
輸
送
力
増

強
や
混
雑
緩
和
に
限
ら
ず
幅
広
い
テ
ー
マ

で
対
策
が
難
し
い
と
の
意
見
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
交
通
に
関
す
る
対
策
が
難
し
い
の
は
、

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
や
制
度
改
革
な
ど
国

を
巻
き
込
ん
だ
協
力
が
不
可
欠
で
、
地
域

単
位
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
だ
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
当
面
は
取
り
組
み
や
す

い
マ
ナ
ー
啓
発
な
ど
か
ら
着
手
し
つ
つ
、

実
施
障
壁
が
高
い
対
策
に
つ
い
て
は
実
証

実
験
な
ど
を
通
じ
て
解
決
の
道
を
探
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
実
証

実
験
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
は

国
の
補
助
事
業
も
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

他
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
考
え
方
を

特
集
後
半
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

6

分
散
が
進
ま
な
い
主
要
因
は
人
手
不
足

複
数
エ
リ
ア
の
連
携
に
も
難
し
さ

前
項
の
内
容
か
ら
は
、
そ
も
そ
も
４
割
程
度
の
地
域
で
は

目
立
っ
た
混
雑
が
発
生
し
て
い
な
い
と
い
う
現
実
も
読
み
取
れ
る
。

調
査
で
は
、
こ
う
し
た
偏
り
を
解
消
す
る
分
散
・
平
準
化
の
現
状
や
意
向
も
確
認
し
た
。

図9 分散・誘客対策の
       実施状況（全体、単一回答）

日常生活エリア

オーバー
ツーリズム問題

分散・
平準化

調査結果②

対策されて
いる・計
23.2％



分散_旅行客の誘導 受入環境の整備 デジタル環境整備 他事業者・住民との連携 組織

そ
の
他

（n=）

モ
デ
ル
ル
ー
ト
・
コ
ー
ス
の

提
示
（
分
散
目
的
）

エ
リ
ア
内
の
空
い
て
い
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の

旅
行
客
の
誘
導

事
前
予
約
・
ネ
ッ
ト
予
約
の

導
入

混
雑
情
報
や
空
き
情
報
の

可
視
化
・
情
報
配
信

夜
や
早
朝
、季
節
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
開
催

混
雑
、非
混
雑
地
域
間
の

連
携

旅
行
客
向
け
の
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成

多
言
語
の
情
報
ツ
ー
ル
の

整
備
（
看
板
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
）

宿
泊
施
設
の
充
実

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

移
動
の
シ
ー
ム
レ
ス
化

電
子
マ
ネ
ー
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
へ
の
対
応
強
化

観
光
D
X
の
推
進

（
収
集
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
）

無
線
L
A
N
環
境
の
整
備

海
外
事
業
者
（
旅
行
関
連
会

社
）・
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の

連
携

観
光
関
係
者
向
け
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
研
修
会
の
開
催

住
民
向
け
説
明
会
な
ど
の

実
施

観
光
人
材
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
応
人
材
の
採
用
・
育
成

全体 （222）  46.4  30.6  30.6  25.7  24.3  10.8  45.0  42.3  26.6  26.6  33.3  32.9  23.0  19.8  17.1  3.2  23.9  0.9 
観光業務従事者 （198）  47.5  30.8  30.8  26.8  24.7  11.1  47.0  42.9  27.3  28.8  33.8  33.3  24.2  19.7  17.7  3.5  23.2  0.5 

業務エリア 
混雑度別

混雑エリアあり （98）  49.0  33.7  35.7  34.7  26.5  12.2  50.0  46.9  35.7  30.6  38.8  34.7  25.5  19.4  17.3  3.1  24.5  1.0 
やや混雑エリアあり （63）  47.6  33.3  28.6  23.8  27.0  12.7  50.8  38.1  22.2  34.9  31.7  38.1  22.2  22.2  15.9  4.8  23.8 - 
混雑エリアなし （37）  43.2  18.9  21.6  10.8  16.2  5.4  32.4  40.5  13.5  13.5  24.3  21.6  24.3  16.2  21.6  2.7  18.9 - 

所属先別 
※業務エリアに
混雑エリアが
ある人

■行政 （75）  54.7  40.0  25.3  36.0  28.0  12.0  60.0  40.0  28.0  26.7  30.7  48.0  28.0  24.0  22.7  5.3  24.0  1.3 
　都道府県庁 （16）  50.0  56.3  12.5  25.0  25.0  12.5  62.5  25.0  25.0  50.0  18.8  43.8  18.8  43.8  25.0  12.5  31.3 - 
　市区町村 （30）  56.7  40.0  16.7  36.7  33.3  10.0  50.0  40.0  23.3  13.3  30.0  50.0  23.3  16.7  23.3  3.3  23.3  3.3 
　観光協会・DMO （23）  60.9  30.4  43.5  47.8  21.7  17.4  69.6  47.8  26.1  26.1  39.1  52.2  34.8  21.7  17.4  4.3  17.4 - 
■民間企業 （50）  40.0  32.0  38.0  26.0  30.0  12.0  40.0  44.0  28.0  44.0  40.0  26.0  22.0  12.0  8.0  2.0  30.0 - 
■宿泊施設 （22）  31.8  18.2  40.9  27.3  13.6  9.1  40.9  40.9  45.5  27.3  40.9  31.8  22.7  22.7  13.6 -  9.1 - 

時間的な偏りがある・計
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

時
間
的
な

偏
り
が
あ
る
・
計

（n=）

混
雑
が
集
中
す
る 

時
間
帯
が
あ
る

平
日
・
休
日
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

シ
ー
ズ
ン
に
よ
る 

繁
閑
差
が
大
き
い

全体（自地域内に混雑エリアがある人） （650） 43.5 31.4 47.2 17.4 82.6
観光業務従事者 （552） 45.7 31.9 49.5 15.8 84.2

業務エリア 
混雑度別

■混雑エリアあり （263）  57.8 29.7 45.2 15.2 84.8
■やや混雑エリアあり （248）  35.5 33.1  54.8 16.9 83.1
■混雑エリアなし （41）  29.3  39.0 43.9  12.2  87.8 

地域的な偏りがある・計
あ
て
は
ま
る

も
の
は
な
い

地
域
的
な

偏
り
が
あ
る
・
計

（n=）

域
内
ス
ポ
ッ
ト
の

一
極
集
中
が
起
き
て
い
る

県
内
の
地
域
間
で
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

広
域
エ
リ
ア
間
で
の 

繁
閑
差
が
大
き
い

全体 （956） 37.8 42.9 25.0 18.5 81.5
観光業務従事者 （806） 39.3 44.0 25.6 18.2 81.8

業務エリア 
混雑度別

■混雑エリアあり （263）  58.2 40.7 25.9  8.7  91.3 
■やや混雑エリアあり （248）  47.2 44.4 26.6 14.1 85.9
■混雑エリアなし （295）  15.9 46.8 24.4 30.2  69.8 

受入環境の整備 他との連携 組織 その他 不明・不必要

（n=）

旅
行
客
の
受
入
れ
基
盤
が

な
い
（
宿
泊
施
設
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
、な
ど
）

旅
行
客
向
け
の
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
が
な
い

エ
リ
ア
間
の

連
携
・
役
割
分
担
が
難
し
い

他
事
業
者
と
の

連
携
・
役
割
分
担
が
難
し
い

住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い

人
材
（
ス
キ
ル
・
専
門
性
）が

不
足
し
て
い
る

人
手
（
労
働
力
）が

不
足
し
て
い
る

対
策
す
る
た
め
の

資
金
が
不
足
し
て
い
る

何
を
す
れ
ば
よ
い
か

が
分
か
ら
な
い

法
規
制
な
ど
の

障
壁
が
あ
る

そ
の
他

（
自
分
の
業
務
範
囲
で
は

な
い
の
で
）対
策
を
し
て

い
な
い
理
由
が
分
か
ら
な
い

対
策
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る

全体 （453）  33.3  26.9  38.2  30.7  12.1  40.0  38.4  31.8  13.0  10.6  7.3  4.6  9.3 
観光業務従事者 （381）  31.8  27.0  39.9  31.5  12.3  39.6  39.4  32.5  12.9  10.2  7.6  3.4  10.5 

業務エリア 
混雑度別

混雑エリアあり （98）  33.7  25.5  50.0  43.9  18.4  52.0  53.1  39.8  10.2  18.4  7.1  3.1  1.0 
やや混雑エリアあり （117）  36.8  27.4  41.9  30.8  16.2  45.3  44.4  35.9  16.2  9.4  6.0  2.6  6.8 
混雑エリアなし （166）  27.1  27.7  32.5  24.7  6.0  28.3  27.7  25.9  12.0  6.0  9.0  4.2  18.7 

所属先別 
※業務エリアに
混雑エリアが
ある人

■行政 （75）  37.3  32.0  34.7  28.0  16.0  41.3  49.3  45.3  16.0  9.3  9.3  -  4.0 
　都道府県庁 （6）  50.0  50.0  33.3  33.3  33.3  50.0  66.7  66.7  33.3  -  -  -  16.7 
　市区町村 （33）  33.3  36.4  27.3  21.2  9.1  42.4  45.5  48.5  15.2  3.0  12.1  -  6.1 
　観光協会・DMO （26）  38.5  30.8  38.5  23.1  15.4  30.8  46.2  38.5  7.7  19.2  7.7  -  - 
■民間企業 （96）  34.4  19.8  54.2  40.6  18.8  51.0  43.8  32.3  12.5  18.8  3.1  5.2  5.2 
■宿泊施設 （36）  33.3  33.3  47.2  41.7  16.7  55.6  58.3  30.6  11.1  11.1  11.1  2.8  2.8 

　全
体

■
混
雑
エ
リ
ア
な
し

■
や
や
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

■
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

　全
体

■
混
雑
エ
リ
ア
な
し

■
や
や
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

■
混
雑
エ
リ
ア
あ
り

　全
体

■
宿
泊
施
設

■
民
間
企
業

■
行
政

　全
体

■
宿
泊
施
設

■
民
間
企
業

■
行
政

n=30以上の場合n=30以上の場合

n=30以上の場合

n=30以上の場合
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［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
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［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
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■ -10ポイント

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

［比率の差］全体との差
■ +10ポイント
■  +5ポイント
■   -5ポイント
■ -10ポイント

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

80%

60%

40%

20%

0%

分からない

対策されていない

対策がされている
ものの、状況は
変わらない

対策がされていて、
状況の改善が見込める
3.7%

47.4% 

19.6% 29.4% 

図6 自地域内の旅行者による混雑時間の偏り
         （自地域内に混雑エリアがある人、複数回答）

図8  分散対策の内容（分散・誘客対策がされていると回答した人、複数回答）

図10  対策されない理由（分散・誘客対策がされていないと回答した人、複数回答）

図7 自地域内の旅行者による混雑場所の偏り
　　   （全体、複数回答）

観光地のオーバーツーリズムおよび分散・平準化対策に関する現状調査

図9 分散・誘客対策の
       実施状況（全体、単一回答）

（n=956）
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対策されて
いる・計
23.2％



観
光
ス
ポ
ッ
ト
＝
生
活
の
場
と
い
う 

町
独
特
の「
不
快
」「
不
利
益
」

長
野
　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
は
昨
年
、
東
京
・
浅
草

を
舞
台
に
し
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
共
同
研
究
を
通
じ
、
①
起
き
て
い

る
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
全
く
違
う
の
で
、

ま
ず
は「
何
が
起
き
て
い
る
か
」
の
把
握
が

重
要
、
②
観
光
推
進
は
観
光
客
数
や
消
費

額
と
い
っ
た
指
標
だ
け
で
な
く
、「
観
光
が

生
活
を
ど
う
よ
く
す
る
か
」
に
目
を
向
け

る
べ
き
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。
問
題
の

把
握
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
る
と
は
い

え
あ
る
程
度
の
分
類（
図
11
）
が
可
能
で
、

美
瑛
町
の
場
合
、
空
港
か
ら
近
い
が
ア
ク

セ
ス
手
段
が
限
定
さ
れ
て
い
る
な
ど「
ア

イ
ラ
ン
ド
型
」
に
近
く
、
独
自
の
観
光
資

源
や
生
活
環
境
を
ど
う
守
る
か
が
課
題
だ

と
言
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
し
、
地
域
の
課
題
意
識
や
対
策
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た（
詳
細
は
Ｐ
４
〜
７
）。

そ
の
結
果
か
ら
議
論
し
た
い
こ
と
の
一
つ

め
は
、「
観
光
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
よ

美瑛町基礎情報
北海道のほぼ中央部、旭川市と富良野市の中間に位置し、車で新千歳空港から約２時間30分、旭川空港から約15分。
雄大な十勝岳連峰を背景とした美しい自然環境や広大でなだらかな丘陵地帯を擁する。人口約9500人。

主な観光資源
丘陵の景観 カラフルな
景観は農業の営みによ
り作り出されたもので

「パッチワークの丘」と
呼ばれる。丘の中腹に立つ「クリスマスツリーの木」や「セ
ブンスターの木」はフォトスポットとして人気。
白金青い池 美瑛川にアルミニウム成分等を含む河川が
混じり合い、そこに太陽の光が当たることで青く見える幻
想的な光景が人気。アップル社の壁紙に使われたことで
世界的にも有名になった。

観光課題
交通障害 冬期間の観光では、丘陵地帯に位置するクリス
マスツリーの木やセブンスターの木を撮影し、SNSへ投
稿する観光客が来訪。とくにクリスマスツリーの木周辺に
は駐車場がなく、観光バスや一般車両の路上駐車が発生
し、写真撮影をする観光客が町道に滞留。交通事故の発
生が懸念されるほか、私有地や農地への侵入、通行障害
などを来している。

農業被害 景観を創り出しているのは農家が収入を得るた
めの農地（私有地）。観光客が農地に入り込むと、畑が踏
み荒らされて農作物の生育が阻害されたり、外部から細菌
や病害虫が持ち込まれて土壌汚染が懸念されるなど、農
業に対する脅威となっている。
景観毀損　農地立入防止のため、セブンスターの木付近
の白樺並木を伐採。特有の景観が失われる結果に。

美瑛町のオーバーツーリズム対策
観光地混雑状況可視化システム 
交通渋滞の解消のため、観光地に
カメラを設置し混雑状況を可視化
し、デジタルサイネージやWebペ
ージで発信して混雑の平準化を図
っている。 農地や私有地への立ち
入りも侵入検知カメラにより検知。
立ち入った場合には４か国語で注
意を促している。

観光パトロールの実施 町民のボランティアによる観光ア
ドバイザーが町内を巡回、観光案内を行いながら、私有地
への立ち入りやごみのポイ捨て等を防ぐようパトロール。
観光ルールマナー110番 私有地への立ち入りを目撃した
人が通報できる「美瑛観光ルールマナー110番」を設置。
観光パトロールに活用。
私有地立入禁止看板 多くの場所に４か国語の立入禁止
看板を設置。
交通規制 クリスマスツリーの木付近の町道300mを1月
30日から2月21日まで駐車禁止区間に指定。

カメラは現在町内4か所に設置。
2025年度にはさらに8か所に可視
化増設予定

観光データ
観光入込数は238万7,000人（2023年度）。宿泊率6.8％。近隣の富良野市の宿泊率が24.3%であるのと比較すると少
なく、通過型の観光地と言える。
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観
光
資
源
＝
生
業
の
場
で
あ
る
町
で

技
術
×
人
と
の
つ
な
が
り
で
課
題
解
決
を
目
指
す

北
海
道
美
瑛
町
は「
農
業
と
観
光
の
両
立
」を
掲
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
町
。

そ
ん
な
美
瑛
町
か
ら
お
迎
え
し
た
町
長
の
角
和
浩
幸
さ
ん
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
長
野
瑞
樹
が
、

研
究
成
果
と
美
瑛
町
の
ケ
ー
ス
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
り
合
っ
た
。

オーバー
ツーリズム問題

美瑛町
×
JRC

対談

美瑛町のオーバーツーリズム問題



い
影
響
も
出
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
は

あ
ま
り
良
い
影
響
が
出
て
い
る
と
は
言
え

な
い
」
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
ど
う
お
感
じ
に
な
り
ま
す
か
？ 

角
和
　
観
光
客
の
増
加
は
、
観
光
産
業
に

携
わ
る
方
々
に
は
当
然
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
す
。
し
か
し
美
瑛
町
で
は
観
光
地
は
畑

そ
の
も
の
。
農
家
の
方
に
と
っ
て
は
仕
事

の
場
で
も
あ
り
生
活
の
場
で
も
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
多
く
の
観
光
客
が
入
っ
て
く
る
こ

と
に
よ
る
悪
い
影
響
は
明
確
に
感
じ
ま
す
。

市
街
地
部
分
で
も
、
多
く
の
観
光
客
で
道

路
が
埋
ま
っ
た
様
子
に「
こ
れ
ま
で
の
生
活

空
間
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
感
じ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

長
野
　
逆
に
観
光
が
生
活
に
よ
い
影
響
を

及
ぼ
す
イ
メ
ー
ジ
は
お
あ
り
で
す
か
？ 

角
和
　
観
光
産
業
に
関
わ
り
の
な
い
住
民

に
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
こ

の
問
題
の
難
し
さ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

長
野
　
昨
年
の
研
究
で
は
、
住
民
の
意
見

を
把
握
し
た
う
え
で
、「
不
安
」「
不
快
」「
不

利
益
」
と
い
う
形
で
整
理
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た（
図
12
）。
今
回
の
調
査
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
生

活
圏
の
雰
囲
気
の
変
化（
不
安
）
や
マ
ナ
ー

の
悪
さ（
不
快
）
を
指
摘
す
る
回
答
が
多
く

挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

角
和
　
美
瑛
町
の
場
合
は
不
快
、
不
利
益

と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
る
で
し
ょ
う

ね
。
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
の
問
題
と
い
う
も

の
は
や
は
り
大
き
く
、
畑
へ
の
立
ち
入
り

以
外
に
、
街
の
方
で
も
、
歩
い
て
い
る
人

に
家
の
中
を
覗
か
れ
た
、
家
の
門
か
ら
入

っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
っ
た
話
も
よ
く
聞
き

ま
す
し
、
も
っ
と
強
い
ル
ー
ル
違
反
行
為

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

長
野
　
町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
４
台
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決

美瑛町長に
聞いてみた！

Q.観光の恩恵を実感できない
住民が、とくにインバウンドの方
に抱く排他的な感情を和らげる
ための対策はありますか？

A.実際は畑に立ち入っている人な
どはインバウンドの方に限りませ
ん。むしろ、知らずにやっている 
インバウンドの方に対し、日本の
方のほうが確信犯的にやっている
こともあります。美瑛町では、地
域おこし協力隊で来ている外国
の方々がランチ会やお茶会などの
文化活動を行っているので、町が
そうした活動を支援することで異
文化への理解を深め、偏見を取り
除いていければと思っています。
大事なのはやはり人とのつなが
り。観光客と町民が触れる機会
を作るため、パトロールで直に観
光客と接している人の話を聞く場
を設けることも考えています。

北海道上川郡美瑛町
町⻑　
⾓和浩幸さん
かくわ  ひろゆき

じゃらんリサーチセンター
研究員
長野瑞樹
ながの  みずき

オーバーツーリズム研究のほか、まち歩きや体
験アクティビティ研究を担当

京都新聞社で記者を務めたのち、美瑛町に移
住、就農。町議会議員を経て2019年より現職

9 March  2025

バルセロナ、アムステルダム
京都、鎌倉など

住民が多く生活し、交通インフラ
が発達している都市部において
発生するもの。訪問者のコントロ
ールやマネジメントが難しい上、
混雑の問題とマナーの問題が複
合的に発生するため、対策難易
度が高い。

影響 公共交通機関の混雑や居
住地域への観光客流入、民泊施
設の増加による家賃上昇、文化
財にたいするいたずらなど

富士山、屋久島、知床、
マヤビーチ（タイ）など

世界自然遺産や国立公園、自然
保護地区など、住民が居住しな
い地域で発生するもの。
物理的な混雑よりも訪問者のマ
ナーによる影響が大きい。

影響 ゴミやし尿による自然環境
の破壊、野生動物をはじめとした
周辺生物の生態系破壊など

アマルフィ、
レイクタホ（アメリカ）、

軽井沢、湯布院など

行楽や保養目的で開発された地
域で発生するもの。住民の多くは
観光関連産業に従事する。

影響 観光産業に関係しない住
民の生活、過度な開発行為によ
る自然環境の悪化など

ヴェネツィア、
サントリーニ島、西表島、

ハルシュタットなど

リゾート型に類するが、離島や山
間の集落など、周辺都市からアク
セス手段が限定される地域。

影響 観光産業に関係しない住
民の生活、過度な開発行為によ
る自然環境の悪化など

図11  オーバーツーリズム観光地の分類

都市型

自然型

リゾート型

アイランド型
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で
き
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
っ
た

住
民
感
情
が
あ
っ
た
上
で
、
町
長
は
観
光

を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
お
考
え
で
す
が
、

そ
う
思
わ
れ
る
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

角
和
　
観
光
産
業
の
方
々
を
支
え
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
美

瑛
町
を
楽
し
み
、
体
験
を
広
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
は
目
に
見
え
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
だ
け
で
は
町
の

よ
さ
が
分
か
り
に
く
く
て
も
、
観
光
客
が

外
か
ら
町
を
見
て
感
動
す
る
こ
と
は
、
住

民
が「
美
瑛
に
住
め
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う

こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。
ま
た
私
自

身
、
観
光
客
と
し
て
美
瑛
に
訪
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
人
口
維
持
の
効
果
も
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

観
光
は
情
緒
的
価
値
を
求
め
る
も
の  

観
光
客
と
町
民
の
触
れ
合
い
に
活
路 

長
野
　
マ
ナ
ー
問
題
の
解
決
方
法
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、
今
回
の
調
査
で

回
答
者
さ
ん
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
宮

島
の
清
掃
活
動
で
す（
詳
細
は
Ｐ
12
）。
地

域
の
事
業
者
さ
ん
が
数
社
で
始
め
た
活
動

で
、
人
が
直
接
ゴ
ミ
を
回
収
し
て
回
る
の

で
す
が
、
ゴ
ミ
を
受
け
取
る
と
き
に
ち
ょ

っ
と
し
た
会
話
が
発
生
す
る
そ
う
で
、「
観

光
客
も
そ
の
や
り
取
り
を
思
い
出
す
こ
と

で
自
然
に
ポ
イ
捨
て
を
控
え
る
な
ど
と
マ

ナ
ー
が
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

ご
意
見
に
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
ゴ

ミ
の
問
題
は
ス
マ
ー
ト
ゴ
ミ
箱
な
ど
仕
組

み
で
解
決
す
る
の
も
よ
い
で
す
が
、
観
光

っ
て
や
は
り
最
後
は
人
。
町
長
自
身
が
美

瑛
に
感
動
し
た
よ
う
に
、
情
緒
的
な
価
値

を
も
と
め
て
旅
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に

し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

角
和
　
ゴ
ミ
の
問
題
は
、
少
し
前
ま
で
は

「
観
光
客
が
持
ち
帰
る
」
と
の
考
え
方
が
主

流
で
、
そ
の
た
め
に
美
瑛
町
で
も
ゴ
ミ
箱

を
撤
去
し
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
今
は
、
観
光
客
が
捨
て
場
所
の
な

い
ゴ
ミ
を
置
い
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う

課
題
の
ほ
う
が
大
き
い
。
も
は
や
観
光
客

だ
け
に
責
任
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

一
緒
に
考
え
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
時
代
に
入
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
看
板
で
注
意

を
促
す
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
人

と
人
の
触
れ
合
い
の
中
で
う
ま
く
解
決
で

き
る
の
が
一
番
で
す
ね
。
私
た
ち
も
、
町

民
の
方
が
観
光
客
の
方
と
触
れ
合
う
機
会

が
作
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
も
話
し
て
み
れ
ば
理
解
し
合
え
る
の

で
は
？
と
思
う
か
ら
で
す
。 

長
野
　
美
瑛
町
で
は
観
光
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
担
い
手
は
町
民

の
方
で
す
よ
ね
？ 

角
和
　
は
い
。
観
光
客
と
触
れ
合
う
機
会

が
最
も
多
い
方
々
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
方
々
の
お
話
を
う
ま
く
理
解
に
つ
な

げ
ら
れ
れ
ば
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
宮
島

の
よ
う
に
事
業
者
の
方
が
動
い
て
く
だ
さ

る
の
は
行
政
と
し
て
も
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
。
そ
う
し
た
活
動
を
町
で
も
支
援
し
て
、

共
同
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

互
い
に
孤
立
せ
ず
連
携
す
る
こ
と
で  

新
な
観
光
の
価
値
に
つ
な
げ
た
い 

長
野
　
今
回
の
調
査
で
は「
対
策
が
難
し

い
」
と
し
て
交
通
機
関
の
混
雑
解
消
や
受

け
入
れ
環
境
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
課
題

が
上
が
り
ま
し
た
。
美
瑛
町
が
ハ
ー
ド
整

備
で
実
現
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

角
和
　
現
在
の
課
題
は
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
施
設
で
す
。
一
部
駐
車
場
は
整
備
し

た
の
で
す
が
、
も
っ
と
大
型
の
駐
車
場
が

な
い
と
一
気
に
観
光
客
の
車
を
集
め
る
こ

と
は
難
し
い
状
況
で
す
。 

10

図12  オーバーツーリズムにおける住民の3つの「不」

住民にとって愛着のある
風景や生活文化が失われ
ることに対する漠然とし
た懸念。観光客が急激に
増え、それに伴って看板や
街を歩く人なども含めた
景観が急速に変化するな
ど、観光化が進むことに
対する反応として起こる。

モラルやマナーの違いか
ら住民が観光客に対して
抱く不快感。通りで大き
な声を出す、電車に乗る際
に整列乗車をしない、ゴ
ミのポイ捨てなど、直接的
な不利益や重大な法令違
反とまではならない小さな
不快がこれにあたる。

通勤通学時に住民が路線
バスに乗れない、ゴミが処
理のキャパシティを超え
る、不動産価格が高騰し
て住めなくなるなど住民生
活に実害が生じるケース。
文化財への落書きなど法
令違反を伴うものも含ま
れる。

不安不快不利益

観光パトロールを行う町民ボランティア。町民
の観光理解を促進するつなぎ役としても期待さ
れている



だ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
美
瑛
で
も
や
は
り

観
光
人
材
の
不
足
は
課
題
で
し
ょ
う
か
？ 

角
和
　
大
き
な
ホ
テ
ル
事
業
者
さ
ん
も
人

手
不
足
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
と
聞

き
ま
す
。
観
光
事
業
者
さ
ん
は
ど
こ
も
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。 

長
野
　
人
手
不
足
は
と
く
に
地
方
部
で
は

大
き
な
問
題
で
す
よ
ね
。
ま
た
も
う
一
つ
、

「
対
策
が
難
し
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
の
が
エ
リ
ア
間
の
連
携
や
役
割
分
担
で

す
。
美
瑛
町
も
広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

角
和
　
美
瑛
町
の
広
域
連
携
は
、
ま
ず
富

良
野
・
美
瑛 
広
域
観
光
推
進
協
議
会
に
、

そ
の
後
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も
含
め
て
旭
川
大
雪
圏

域
連
携
中
枢
都
市
圏
に
加
盟
し
、
今
の
と

こ
ろ
両
地
域
と
上
手
く
連
携
し
て
い
ま
す

（
図
13
）。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
広
域
の
エ
リ

ア
が
違
っ
て
い
て
、
前
者
の
富
良
野
圏
と

後
者
の
旭
川
圏
を
さ
ら
に
連
携
し
て
い
こ

う
と
思
う
と
よ
り
大
き
な
仕
組
み
が
必
要
。

そ
の
際
に
は
、
唯
一
両
地
域
に
位
置
す
る

結
束
点
と
し
て
、
美
瑛
町
が
主
体
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

長
野
　
広
域
連
携
で
は
、
関
西
観
光
本
部

で
実
施
さ
れ
て
い
る『
御
食
国
事
業
』（
詳

細
は
Ｐ
13
）
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
古
来
京
都
に
食
材
を
納
め

「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
が
京
都

と
組
み
、
じ
ゃ
ら
ん
n
e
t
で
宿
泊
プ
ラ

ン
を
発
信
、
販
売
し
て
い
る
の
で
す
が
、

実
は
京
都
の
宿
泊
プ
ラ
ン
は
販
売
し
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。
す
で
に
人
が
来
て
い
る

京
都
で
は
な
く
周
り
の
地
域
に
泊
ま
る
活

動
を
、
京
都
も
参
加
し
て
行
う
か
な
り
新

し
い
事
例
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

角
和
　
双
方
の
自
治
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
仕
組
み
で
す
ね
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
課
題
は
個
別
具
体
で
そ
こ
の
地
域
し

か
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る

の
に
協
力
し
合
っ
て
分
散
を
図
る
と
い
う

方
法
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。 

長
野
　
お
話
し
し
て
い
て
思
う
の
は
、
や

は
り
問
題
は
幅
広
い
と
い
う
こ
と
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
大
き
な
言
葉
で

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
で
何
が
起
き

て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。 

角
和
　
悩
ん
で
い
る
地
域
も
お
そ
ら
く
悩

み
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
私
た
ち
も
正
直
こ
れ

ま
で
孤
独
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
で
す
が

美瑛町長に
聞いてみた！

Q.富士山の入山料のよう
に、美瑛町を訪れる人から
直接入場料のような料金
を取る仕組みは考えてい
ますか？

A.美瑛町は地理的な特性と
してどこからでも入ってくるこ
とができ、いわゆる「関所」を
構えることができません。そ
こで出てきたアイデアが、宿
泊税と駐車場税です。美瑛
町に来られた方の大半は白
金青い池を観光されるので、
この青い池の駐車場に税金
を課し、事実上入場料に近
い仕組みとできないかと考
えました。現在は、宿泊税と
青い池駐車場の利用税の導
入を検討し、条例化条文化
を進めているところです。

今
は
国
レ
ベ
ル
で
も
広
域
で
解
決
す
る
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
う
い
う
中

で
美
瑛
町
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
観
光

の
形
を
作
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
観
光
客
に
は
、
昔
の
感
覚
で

言
う
と
不
便
に
な
る
の
か
も
れ
し
ま
せ
ん

が
、
そ
こ
に
こ
そ
新
し
い
観
光
の
価
値
が

あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
今
日
教
え
て
い
た

だ
い
た
よ
う
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
策
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
美
瑛
町
な
ら
で
は
の

観
光
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

長
野
　
町
長
の
思
わ
れ
る
難
し
さ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

角
和
　
よ
い
立
地
が
な
い
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
観
光
名
所
で
あ
る「
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
木
」
は
、
畑
の
中
に
ポ
ツ
ン
と

あ
る
の
で
駐
車
場
を
作
る
場
所
が
あ
り
ま

せ
ん
。
畑
を
借
り
れ
ば
作
れ
ま
す
が
、
生

産
の
場
で
も
あ
る
た
め
難
し
い
の
で
す
。 

長
野
　
費
用
面
以
外
に
も
問
題
が
あ
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
や
は
り
行
政
だ

け
で
は
な
く
地
域
全
体
で
解
決
策
を
見
つ

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
混
雑
を
根
本
的
に
解
消
す
る
た
め
に

は
時
間
的
、
場
所
的
な
分
散
が
重
要
で
す

が
、
調
査
に
よ
る
と
、
約
４
割
の
人
が
何

か
し
ら
の
分
散
対
策
を
し
て
い
る
の
に
対

し
、
効
果
が
出
て
い
る
と
い
う
回
答
は
そ

の
わ
ず
か
約
４
分
の
１
で
し
た
。
で
は
な

ぜ
難
し
い
の
か
と
問
う
と
結
局
人
材
不
足
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美瑛町では代表的観光スポット、白金青い池駐車場料金
に利用税を上乗せし、入域税と同じ効果を狙う予定だ

図13  美瑛町が加盟する広域連携
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発
想
の
原
点
は
ガ
イ
ド
も
行
う 

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
清
掃
キ
ャ
ス
ト

　
世
界
文
化
遺
産
・
厳
島
神
社
を
擁
す
る

宮
島
は
、
小
さ
な
島
に
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
が
多
数
訪
れ
る
一
大
観
光
地
。
２
０

２
４
年
に
は
約
４
８
５
万
人
が
来
島
し
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　
そ
ん
な
宮
島
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の

が
ゴ
ミ
問
題
だ
。
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
と
厳

島
神
社
を
結
ぶ
表
参
道
商
店
街
で
は
、
約

い
。
ス
タ
ッ
フ
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
募

集
し
た
が
、
結
果
的
に
集
ま
っ
た
の
は
、

休
日
を
利
用
し
て
活
動
す
る
地
域
愛
溢
れ

る
人
た
ち
が
メ
イ
ン
。
宮
島
の
案
内
が
で

き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

 

「
こ
の
ま
ま
で
は
食
べ
歩
き
自
体
が
許
さ

れ
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
か
ら
始
め

た
活
動
で
あ
り
、
費
用
は
現
在
、
有
志
７

事
業
者
の
自
己
負
担
だ
が
、
昨
年
か
ら
は

廿
日
市
市
の
補
助
金
も
受
け
、
行
政
の
対

話
も
進
ん
で
い
る
。
日
々
観
光
客
に
接
す

る
事
業
者
な
ら
で
は
の「
楽
し
さ
」
重
視

の
発
想
は
、
同
じ
問
題
に
悩
む
多
く
の
地

域
へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

の
が
商
店
街
の
有
志
に
よ
る
清
掃
活
動
。

特
徴
は
、
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
回

る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ
を
持
っ
て
い
る
人

か
ら
直
接
引
き
取
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
商

店
街
を
含
む
半
径
約
１
㎞
の
エ
リ
ア
を
、

法
被
姿
の
清
掃
ス
タ
ッ
フ
が
ワ
ゴ
ン
を
押

し
て
練
り
歩
き
、
観
光
客
に
積
極
的
に
声

を
か
け
て
回
る
の
だ
。

　
発
案
者
は
、
自
ら
も
表
参
道
商
店
街
で

揚
げ
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
食
べ
歩

き
グ
ル
メ
を
販
売
す
る
有
限
会
社
紅
葉
堂

の
竹
内
基
浩
さ
ん
。
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の

は
、
清
掃
だ
け
で
な
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
ガ
イ
ド
も
行
う
有
名
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

清
掃
キ
ャ
ス
ト
だ
。「
地
味
な
裏
方
仕
事

に
な
り
や
す
い
ゴ
ミ
回
収
も
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
楽
し
い
も

の
に
な
り
ま
す
」
と
狙
い
を
語
る
。

　
能
動
的
な
声
掛
け
に
対
し
て
は「
お
客

さ
ん
も
優
し
い
」
と
竹
内
さ
ん
。
快
く
ゴ

ミ
を
手
渡
し
て
く
れ
る
う
え
、
ち
ょ
っ
と

し
た
観
光
情
報
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多

30
店
舗
が
食
べ
歩
き
用
の
フ
ー
ド
や
ド
リ

ン
ク
を
提
供
し
て
い
て
、
使
い
捨
て
の
カ

ッ
プ
や
串
な
ど
の
ゴ
ミ
が
出
る
。
一
方
で

島
内
に
は
、
各
事
業
者
が
店
頭
に
設
置
し

た
以
外
の
ゴ
ミ
箱
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
島

内
に
生
息
す
る
野
生
の
シ
カ
が
ゴ
ミ
を
荒

ら
し
て
し
ま
う
た
め
と
い
う
宮
島
特
有
の

事
情
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
結
果
と
し

て
観
光
客
が
ゴ
ミ
の
捨
て
場
所
に
困
り
、

放
置
し
て
し
ま
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

事業主体

宮島表参道商店街有志

原点は隣り合う2軒の経営者が自ら始め
たゴミ拾い活動。現在、宮島表参道商店
街で食べ歩きグルメを提供する７事業者
が参画している。

「人」が関わる
ポイント
□ゴミを捨てる前に声を掛ける
ので、観光客に感謝される。
□スタッフは専用の衣装を身
に付けて活動。「キャスト」感
覚で楽しむことができる。
□有志の活動であることを周
知することで、観光客のマナ
ーも向上する可能性に期待。

12

宮
島
清
掃
活
動

ゴ
ミ
回
収
を
一
種
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

ス
タ
ッ
フ
も
観
光
客
も
楽
し
い
清
掃
活
動

地
元
住
民
の「
不
快
」と
し
て
、
観
光
客
へ
の
反
発
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ゴ
ミ
問
題
。

回
収
や
処
理
の「
負
担
」が
強
調
さ
れ
が
ち
な
こ
の
問
題
を
、
人
を
介
し
、

「
お
客
さ
ん
の
楽
し
さ
を
損
な
わ
な
い
」と
い
う
視
点
か
ら
解
決
し
た
の
が
こ
の
事
例
だ
。

オーバー
ツーリズム問題

「人」

Keyword

法被は活動のために
あつらえたもの。仮
装感覚でパフォーマ
ンスそのものを楽し
んでいるスタッフも
多いという。外国人
観光客の中にはチッ
プを渡してくれる人も
いて、活動に対する
旅行者側の理解も
感じられる



難
し
い
自
治
体
間
の
連
携
の
た
め 

広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
場
を
設
定

 

「
御
食
国
」
と
は
、
昔
、
京
の
都
に「
御

食
」（
朝
廷
の
た
め
の
食
材
）
を
献
上
し
て

い
た
３
つ
の
地
域（
淡
路
島
・
若
狭
・
伊

勢
志
摩
）
を
指
す
言
葉
。
御
食
国
事
業
は
、

こ
れ
ら
３
地
域
を
擁
す
る
兵
庫
県
、
福
井

県
、
三
重
県
と
、
献
上
先
で
あ
っ
た
京
都

府
が
連
携
し
て
行
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

具
体
的
に
は
、
京
都
か
ら
始
ま
る
旅
の
モ

連
携
は
、
そ
れ
以
外
の
場
所
へ
の
分
散
・

平
準
化
効
果
も
持
つ
。
関
西
観
光
本
部
で

は
現
在
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た「
万

博
プ
ラ
ス
関
西
観
光
推
進
事
業
」
や
広
域

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り「T

H
E EX

CIT
IN
G 

K
A
N
SA
I

」
に
取
り
組
む
が
、
そ
れ
ら
も

必
ず
京
都
市
や
大
阪
市
な
ど「
人
が
訪
れ

て
い
る
エ
リ
ア
」
を
含
む
。「
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
悩
む
地
域
が
あ
る
一
方
、
周

辺
に
は
も
っ
と
お
客
さ
ん
に
来
て
ほ
し
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
両
者
が
直
接
対
話
で

き
る
場
を
設
け
る
の
も
私
た
ち
の
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
井
手
さ
ん
）

　
自
治
体
を
越
え
た
連
携
の
難
し
さ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
で
事
業
予
算
化
が
必
要
な
こ
と

や
、
取
り
組
み
内
容
の
温
度
差
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。
御
食
国
の
３
地
域
で
も
、
例
え

ば
複
数
の
大
型
旅
館
を
擁
す
る
淡
路
島
と

店
舗
は
少
な
い
が
高
級
路
線
の
若
狭
で
は

で
き
る
こ
と
が
違
う
。
こ
う
し
た
ズ
レ
を

調
整
す
る
た
め
、
関
西
観
光
本
部
が
対
話

の
場
を
設
定
し
て
い
る
。「
連
携
に
は
こ
う

し
た
具
体
の
事
業
を
通
じ
て
話
を
す
る
場

が
必
要
」
と
語
る
の
は
関
西
観
光
本
部
事

務
局
長
の
井
手
由
美
子
さ
ん
。
自
由
な
意

見
交
換
で
は
動
か
な
い
話
も
、
連
携
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
く
れ
ば
動
き
出
す
。

御
食
国
事
業
の
場
合
、
淡
路
島
、
伊
勢
志

摩
、
若
狭
に
は
、
京
都
と
結
び
つ
い
た
大

き
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
こ
と
で
発
信
力

が
上
が
り
、
京
都
か
ら
旅
行
者
を
呼
び
込

め
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
京

都
に
と
っ
て
は
、
京
料
理
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
一
層
高
め
ら
れ
る
の
が
魅
力
だ
。

　
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
る
地
域
を
含
む

デ
ル
コ
ー
ス
を
複
数
造
成
し
て
Ｏ
Ｔ
Ａ
に

掲
載
。
京
料
理
の
魅
力
を
堪
能
し
た
あ
と
、

御
食
国
地
域
に
足
を
運
び
、
豊
か
な
食
材

を
楽
し
む
旅
を
提
案
し
て
い
る
。
御
食
国

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
自
体
は
以
前
か
ら
３
地

域
が
個
別
に
発
信
し
て
い
た
が
、
当
初
は

あ
く
ま
で
産
地
の
Ｐ
Ｒ
が
メ
イ
ン
だ
っ
た

の
を
、
４
府
県
連
携
で「
京
都
と
の
つ
な

が
り
」
を
強
調
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
磨
き

上
げ
た
形
。
ま
と
め
役
を
務
め
る
の
が
広

域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
関
西
観
光
本
部
だ
。

事業主体

広域連携ＤＭＯ 　
一般財団法人 関西観光本部

関西2府8県（福井県、三重県、滋賀県、
京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山
県、鳥取県、徳島県）を対象エリアとする
広域連携DMO

「分散」のポイント
□「人が来ている地域」がプロジェ
クトに入ること。
□重要なのは交通の整備より「行き
たくなる」情報発信。

「広域連携」のポイント
□自治体同士の対話は具体的な事
業のもとで行うこと。
□連携するメリットをそれぞれに説
明できること。

13 March  2025

御
食
国（
み
け
つ
く
に
）事
業

観
光
客
の
分
散
を
目
指
す
広
域
連
携
は
、

「
人
が
来
て
い
る
地
域
」と
と
も
に
進
め
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
時
間
や
場
所
の
分
散
が
有
効
。

と
は
い
え
、
と
く
に
場
所
の
分
散
は
他
地
域
と
の
連
携
が
必
要
な
だ
け
に
難
し
い
。
混
雑
の
発
生
し
て
い
る

地
域
＋
周
辺
地
域
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
力
で
う
ま
く
連
携
し
た
ケ
ー
ス
か
ら
、
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

「分散」
「広域連携」

Keyword

じゃらんnetに掲載された「御食国」特設ページ。事業
では４府県が連携することで発信力は大きく向上し
た。なお「広域での誘客に必要なのは魅力的な発信
であり、交通は工夫することができます」と井手さん。
本当に行きたいとさえ思えば多くの旅行者が自力で
訪れることは、昨今のインバウンドの動きでも立証済
みだろう



オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
は 

な
り
た
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と

　
こ
れ
ま
で
、
観
光
業
で
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と「
稼
ぐ
」
と
い
う「
正
」
の
側
面
に

目
が
向
い
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ
た
観
光
客
が
あ

ま
り
に
も
急
激
に
回
復
し
た
こ
と
で「
負
」

の
影
響
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

が
現
在
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
警

戒
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
と
は
い
え
注
意
し
た
い
の
は
、「
人
が
多

く
来
て
い
る
＝
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
に
は
、

環
境
整
備
の
度
合
い
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
が
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

そ
れ
を
超
え
た
と
き
に
起
こ
る
も
の
。
問

題
は
混
雑
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
マ
ナ
ー

違
反
や
交
通
渋
滞
な
ど「
住
民
が
影
響
を

受
け
る
」
こ
と
で
す
。
実
際
は
、
多
く
の

人
が
訪
れ
た
結
果
、「
こ
れ
以
上
来
な
い
で

ほ
し
い
」
と
い
う
地
域
も
あ
れ
ば
、「
こ
れ

で
よ
い
」「
む
し
ろ
も
っ
と
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
地
域
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
、
目
先
の
警
戒
感
か
ら
だ
け

で
な
く
、
５
年
10
年
後
に
ど
う
な
っ
て
い

た
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
逆
算
し
て
考

え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
も
し「
も
っ
と
来

て
ほ
し
い
」
の
で
あ
れ
ば
、

（
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
て

も
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
）

宿
泊
施
設
を
増
設
す
る
、

交
通
を
充
実
さ
せ
る
と
い

っ
た
対
策
も
十
分
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う（
図
14
）。

　
２
０
２
４
年
度
の「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未

然
防
止
・
抑
制
に
よ
る
持

続
可
能
な
観
光
推
進
事
業
」

も
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て

設
計
し
て
い
ま
す
。
今
問
題
が
起
き
て
い

な
い
か
ら
該
当
し
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
目
指
す
姿
か
ら
逆
算
し
た
計
画
を

実
行
す
る
た
め
に
も
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
事
業
名
に
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
本
質

的
に
は「
未
然
防
止
・
抑
制
」
も
含
め「
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
し
た
地
域
づ
く
り
」
の

た
め
の
も
の
。
正
式
名
称
に
あ
る
よ
う
に

「
持
続
可
能
な
観
光
」
を
実
現
す
る
た
め
の

も
の
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
抑
制
や
入
域
料
な
ど 

「
や
っ
て
み
る
」た
め
に
活
用
を

　
本
事
業
で
は
、
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
実

証
事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
、
実
際
に
多
く
の
実
証
事
業
が

「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による
持続可能な観光推進事業」とは？

事業概要

観光客の受け入れと住民の生活の質の確保を両立しつつ、持続可能な
観光地域づくりを実現するための総合的な支援を実施。実証実験も対
象。2024年度は「先駆モデル地域型」で補助率2/3、上限8,000万円、
「一般型」で補助率1/2、上限5,000万円を支援した。

2024年度採択例

北海道倶知安町／ニセコエリア
冬期に観光客が集中しタクシー不足が発生しているが、閑散期にはニー
ズがないため通年での体制づくりは非現実的。これに対し、札幌等の事
業者が車両とタクシー乗務員をニセコエリアへ派遣・運行する「ニセコモ
デル」の実証実験を行う。

山形県尾花沢市／銀山温泉
受入許容量を超える日帰り観光客の来訪による景観、環境の悪化や、マイ
カーによる交通障害が発生。「パークアンドライド方式」と、駐車場からの
シャトルバスの乗車人数に上限を設定する「来訪者の総量調整」の実証を
実施。

山梨県／富士山（吉田口）
富士山では、山頂付近の混雑のほか、夜間に休憩を取らずに一気に山頂
を目指す弾丸登山、登山道での仮眠や道外れなどマナー悪化が発生。そ
こで富士吉田口の登山道入り口に仮設ゲートを設置し夜間にゲートを閉
鎖、1日の登山者数を4,000人に制限したうえで1人2,000円の通行料を
徴収、山中で登山者の誘導やマナー指導を行う巡回指導員も配置した。
その結果、弾丸登山は前年比で約95％減少。通行料については計約３億
円が集まった。

京都府京都市／嵯峨嵐山エリア
観光客が集中しがちな渡月橋等から比較的混雑していない嵯峨エリアへ
の回遊を促すデジタルマップを作成。①モデルコースの紹介、②嵯峨エリ
アでのデジタルスタンプラリーの実施、③ライブカメラ映像の配信、④混
雑予測箇所の明示等で観光客を誘導する実証事業を行う。

株式会社Airporter
訪日客の大きな手荷物は電車やバスのスペースを圧迫し、日常利用者の
不便につながる。そこで、日本国内の宿泊施設または市中の特定地点か
ら国内出発空港を経て海外到着空港まで手荷物を直送するサービスを
構築。関西国際空港発のJAL便利用者を対象に実証実験を行う。

観光庁
参事官（外客受入担当）付  
課長補佐（統括）

荒井大介さん
あらい   だいすけ

語る人

14

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
防
止
＝
持
続
可
能
な
観
光
づ
く
り

「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」こ
と
で
答
え
を
探
そ
う

「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
一
部
の
観
光
地
の
も
の
で
、
自
地
域
と
は
無
関
係
」と
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
の
本
質
を
考
え
る
と
別
の
側
面
が
見
え
て
く
る
。

新
た
に
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
策
支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
庁
で
、
そ
の
考
え
方
を
聞
い
た
。

オーバー
ツーリズム問題

観光庁に
聞く

Interview

図15  課題の背後にある理由の例



採
択
さ
れ
て
い
ま
す（
前
頁
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
銀
山
温
泉
や
富

士
山
の
よ
う
に「
観
光
客
数（
需
要
）
を
管

理
す
る
」方
向
の
実
証
実
験
が
出
て
き
た

こ
と
で
、「
観
光
客
に
よ
り
多
く
来
て
も
ら

っ
た
方
が
利
益
に
資
す
る
か
ら
受
入
体
制

を
増
強
し
続
け
る
」
と
い
っ
た
発
想
で
は

な
く
、「
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
と
観
光
量

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
」
と
い
う
方
向
に
シ

フ
ト
し
始
め
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
エ
リ
ア
に
入
る
た
め
に
料
金
設

定
を
行
う
こ
と
に
は
抵
抗
の
あ
る
地
域
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
富
士
山
で
は
入
山

料
の
徴
収
を
開
始
し
て
い
て
、
他
の
観
光

地
に
と
っ
て
も「
料
金
を
設
定
し
て
も
よ
い

の
だ
」
と
い
う
気
付
き
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
銀
山
温
泉
で
は
、

構
想
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
の
コ
ス
ト

的
な
問
題
も
あ
っ
て
実
施
で
き
な
か
っ
た

の
が
、
今
回
の
支
援
で
可
能
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
こ
う
し
た
、
今
後
の
日
本
の
観

光
の
あ
り
方
を
変
え
う
る「
や
っ
て
み
た

か
っ
た
こ
と
」
に
支
援
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
一
方
で
、
も
う
少
し
取
り
組
む
余
地
が

あ
る
と
感
じ
た
の
は
、
定
量
分
析
に
関
わ

る
部
分
で
す
。
ど
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
を
解
像
度
を
上
げ
て
捉
え
る
に
は
、

や
は
り
定
量
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
、
そ

こ
が
明
確
で
な
い
と
対
策
内
容
も
目
標
も

ぼ
ん
や
り
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
今
後
は
よ
り
定
量
化
を
求
め
て
い
き

た
い
で
す
し
、
そ
の
た
め
の
支
援
も
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
２
０
２
５
年
度
も
実
施
予
定

で
す
が
、
区
分
を「
地
域
一
体
型
」
と「
実

証
個
別
型
」
に
変
更
し
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
一
体
型
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
中
長
期

目
標
を
作
っ
て
い
る
場
合
は
支
援
率
を
３

分
の
２
、
そ
れ
以
外
は
２
分
の
１
と
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。「
５
年
、
10
年
先
か
ら

逆
算
し
た
地
域
づ
く
り
」
に
よ
り
重
き
を

お
い
た
形
で
す
。
実
証
個
別
型
は
、
さ
ら

な
る
実
証
実
験
の
応
募
を
促
し
た
い
と
考

え
て
の
名
称
変
更
。
今
後
も
ぜ
ひ「
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
」気
持
ち
で
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
題
の
発
生
し
て
い
る
理
由
別
に 

参
考
と
な
る
事
例
集
作
成
を
目
指
す

　
国
と
し
て
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
今
回
の
事
業
な
ど
か
ら
見

え
て
き
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
提
示
で
す
。

そ
の
際
、
た
と
え
ば「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

対
策
」
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
も
う
一
段
階
、

「
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
理

由
に
よ
っ
て
課
題
の
解
像
度
を
上
げ
、
そ

の
分
類
ご
と
に
事
例
を
参
照
で
き
る
よ
う

な
形（
図
15
）
を
検
討
中
で
す
。

　
観
光
施
策
は
何
ら
か
の
目
的
が
あ
っ
て

実
施
す
る
も
の
。
た
と
え
ば「
駐
車
場
を

作
る
」
の
は
あ
く
ま
で
手
段
で
、
そ
の
目

的
は「
域
内
の
混
雑
を
解
決
す
る
た
め
」

「
排
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
」
な
ど
で
あ
る
は

ず
で
す
。
手
段
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
う
ま
く
い

か
な
い
た
め
、
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
持

つ
こ
と
が
重
要
。
事
例
集
も
、
そ
う
し
た

目
的
の
設
定
を
お
手
伝
い
で
き
る
よ
う
な

も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

担 当 研 究 員より

住民に配慮する
機運は上昇中
観光価値の言語化という
難題に関係者全員で挑もう
　観光業界の課題は立場によって
見え方が異なるが、今回取材した全
ての方から「観光客には存分に楽し
んでほしい」「住民には穏やかに暮
らしてほしい」という共通の想いを
感じ、深く共感した。24年3月号で
もオーバーツーリズムの特集を掲
載したが、それから1年経ち、地域住
民へ配慮する機運の高まりを実感
している。
　しかし同時に、観光が暮らしにも
たらすメリットを可視化し、言語化
することの難しさも露呈したと感じ
ている。私たちは非常に難易度の
高い課題に直面しているのであり、
だからこそ、関係者が手を取り合
い、知恵を出し合って解決していく
べきなのだ。こうして「観光地で暮
らす」ことへの本質的な価値を言語
化できれば、それが、地域が観光に
取り組む理由にもなるのだろう。

じゃらんリサーチセンター
研究員

長野瑞樹
ながの　みずき

2023年に研究員として
着任。本研究およびまち
歩きや体験アクティビテ
ィに関する研究を担当

15 March  2025

同じ課題に対しても、地域の意思によって取るべき施策が異なる

受入環境を整え
「来ても大丈夫」

な状態を作る

受け入れ人数を
制限する

受け入れるが
所定の料金を取る

観光産業を重視
予算が確保できる

生活文化を守ること
を最重要視

観光資源の価値を
損なわず維持したい

観光客が多く来ている
図14　地域の意思による施策の違い

「なぜそうなっているのか」によって
とるべき対応が異なる

ゴミが
増えやすい
仕組み?

ゴミ箱
不足？

マナー
問題？

ゴミ問題を解決したい！

図15  課題の背後にある理由の例
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少
子
高
齢
化
が
進
み
、働
き
手
不
足
が
顕
在
化 

観
光
業
界
に
お
い
て
も
シ
ニ
ア
世
代
が
重
要
な
戦
力
に

勤
労
世
代
の
人
口
減
少
は
確
定
的
、 

シ
ニ
ア
登
用
が
必
然
の
時
代
へ

　
２
０
２
４
年
の
訪
日
外
客
数
は
コ
ロ
ナ

禍
前
の
２
０
１
９
年
を
超
え
て
年
間
過
去

最
高
を
更
新
す
る
ま
で
に
Ｖ
字
回
復
を
遂

げ
て
い
る
一
方
で
、
受
け
入
れ
側
と
し
て

は
人
手
不
足
が
悩
み
の
種
。
こ
れ
は
観
光

業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
は
全
業
界
共
通

で
今
後
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
課
題

で
あ
る
。
人
口
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
は

現
時
点
で
は
45
歳
〜
59
歳
の
勤
労
世
代
だ

が
、
10
年
後
に
は
55
歳
〜
69
歳
へ
と
移
行

す
る（
図
１
）。
定
年
を
迎
え
た
か
ら
と
い

っ
て
こ
の
世
代
が
働
き
手
か
ら
離
脱
し
て

し
ま
っ
て
は
、
も
は
や
社
会
は
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
は
自
明
。
将
来
の
た
め
に

も
、
今
こ
そ
人
材
と
し
て
の
シ
ニ
ア
登
用

を
考
え
る
時
だ
ろ
う
。

柔
軟
な
対
応
や
生
活
知
が
活
き
る 

観
光
業
と
実
は
親
和
性
が
高
い
？

　
で
は
、
観
光
業
を
支
え
る
人
材
と
し
て

シ
ニ
ア
世
代
は
戦
力
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
ク
チ
コ
ミ
デ

ー
タ
を
見
て
み
た
い
。
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ

経
由
の
宿
泊
者
に
よ
る
、
宿
の「
総
合
」評

価
が
５
点
満
点
と
な
っ
た
ク
チ
コ
ミ
に
つ

い
て
、
夕
食
や
風
呂
と
い
っ
た
項
目
別
の

評
価
構
成
比
を
示
し
た
の
が
図
２
で
あ
る
。

宿
の
総
評
を「
大
変
満
足
」
と
し
た
人
た

ち
が
、
そ
の
宿
に
対
し
て
最
も
よ
い
印
象

と
し
て
記
憶
に
残
っ
た
の
が「
接
客
・
サ

「
シ
ニ
ア
の
活
躍
に
よ
る
新
し
い
旅
の
価
値
創
造
」研
究
よ
り

撮
影
／
猫
組（
P�

21
～
23
）
　イ
ラ
ス
ト
／
畦
原
雄
治

客
足
が
好
調
で
も
人
手
不
足
に
よ
り
休
業
や
短
縮
営
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
ま
で
起
き
て
い
る
昨
今
。

労
働
力
確
保
の
た
め
パ
イ
に
限
り
が
あ
る
若
手
を
取
り
合
う
の
で
は
な
く
、
シ
ニ
ア
世
代
に
注
目
す
る
時
が
来
て
い
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の
働
き
手
と
し
て
の
特
性
や
可
能
性
を
、
調
査
デ
ー
タ
や
事
例
か
ら
探
っ
て
い
く
。

人
材
難
時
代
の
救
世
主
!?

シ
ニ
ア
世
代
の
潜
在
能
力

図1  2025年の人口ピラミッド（推計値）
6000000 4000000 2000000 0 2000000 4000000 6000000

100歳以上
95歳～99歳
90歳～94歳
85歳～89歳
80歳～84歳
75歳～79歳
70歳～74歳
65歳～69歳
60歳～64歳
55歳～59歳
50歳～54歳
45歳～49歳
40歳～44歳
35歳～39歳
30歳～34歳
25歳～29歳
20歳～24歳
15歳～19歳
10歳～14歳
5歳～9歳
0歳～4歳

※出典：統計ダッシュボード（https://dashboard.e-stat.go.jp/）

人口の
ボリュームゾーンは
10年後には
55歳～69歳に

将来推計人口
女性

将来推計人口
男性



17 March  2025

図3  インバウンドにおける日本人シニア層に対するニーズ
Q：下記の文章を読んで、日本に行きたいと興味を持ったか
東西3000kmにわたる日本は、古くから受け継がれた様々な知恵と文化が詰まった島国です。日本
の高齢者（おじいちゃん・おばあちゃん）は、人生の中で培い、豊富な知恵や知識を持っています。
日本を訪れ、日本の高齢者（おじいちゃん・おばあちゃん）の持つパワーを取り入れませんか。
香港

台湾

※香港の「興味はない」と、香港・台湾の「まったく興味はない」は1％未満のため非表示

超
が「
興
味
あ
り
」
と
い
う
結
果
に
。
同
調

査
で
は「
日
本
の
高
齢
者
か
ら
学
び
た
い

こ
と
」
と
し
て
、「
健
康
を
保
つ
秘
訣
」「
伝

統
的
な
食
生
活
の
取
り
込
み
方
」「
地
域
に

伝
わ
る
風
習
や
言
い
伝
え
の
伝
承
」
な
ど

を
両
エ
リ
ア
の
４
割
超
が
支
持
し
て
い
た
。

観
光
業
を
支
え
る
裏
方
に
な
り
得
る
だ
け

で
は
な
く
、
シ
ニ
ア
世
代
そ
の
も
の
が
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
資
源
に
も
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
わ
け
だ
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表
し
た「
世
界
保
健
統
計

（
２
０
２
４
年
版
）」
に
よ
る
と
、
日
本
の

健
康
寿
命
は
男
女
平
均
73
・
4
歳
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル（
同
73
・
6
歳
）
に
次
ぐ
世
界
２

位
だ
。
超
高
齢
化
社
会
の
先
進
国
で
あ
り
、

世
界
屈
指
の
健
康
長
寿
国
で
も
あ
る
日
本
。

な
か
で
も
シ
ニ
ア
世
代
の
優
れ
た
能
力
や

経
験
値
を
活
か
し
や
す
い
観
光
業
こ
そ
が

彼
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
働
き

方
・
活
躍
の
場
を
用
意
し
、
世
界
に
向
け

て
シ
ニ
ア
活
躍
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
発
信

で
き
る
業
界
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
り
よ
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
一
助
と
な
る
、 

シ
ニ
ア
世
代
の
意
向
に
見
合
う
働
き
方
を
探
る

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
抱
く
課
題
感
は 

「
健
康
」「
余
暇
の
充
実
」「
孤
独
」

　
シ
ニ
ア
世
代
に
働
き
手
と
し
て
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
と
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
彼
ら
が「
働
き
た
い
」
と
思
え
る
職

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
が
異
な
る
勤
労
世
代
と
シ
ニ
ア
世
代

で
は
仕
事
に
求
め
る
も
の
が
変
化
し
て
い

る
可
能
性
も
高
く
、
勤
労
世
代
中
心
に
成

り
立
っ
て
き
た
従
来
の
働
き
方
と
は
違
っ

た
仕
組
み
を
新
た
に
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
シ
ニ
ア
世
代
は
、
一
般
に
定
年
退

職
を
迎
え
る
年
齢
以
降
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
の
生
活
や
働
く
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
40
代
〜
50

代
の
プ
レ
シ
ニ
ア
世
代
を
含
む
40
代
〜
80

代
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
生

活
で
改
善
し
た
い（
40
代
・
50
代
は
老
後

に
向
け
て
気
を
つ
け
た
い
）
こ
と
」
は
す

べ
て
の
性
・
年
代
で「
健
康
を
維
持
し
て
、

身
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
が
１

位
に
。
ま
た「
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
」
と
い
う
意
識
は
、
男
女
と
も
40

代
か
ら
60
代
ま
で
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
、

70
代
と
80
代
で
は
増
加
し
て
い
る
。
と
は

い
え「
友
人
な
ど
社
会
的
つ
な
が
り
を
広

げ
た
い
」
と
い
う
意
識
を
見
る
と
シ
ニ
ア

世
代
は
プ
レ
シ
ニ
ア
世
代
ほ
ど
に
は
高
く

な
く
、
ほ
ど
ほ
ど
の
人
間
関
係
を
望
ん
で

い
る
よ
う
だ（
図
４
‒
Ｑ
１
）。

ー
ビ
ス（
82
・
３
％
）」
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
般
に
旅
マ
エ
は
食
事
や
温
泉

（
風
呂
）、
部
屋
に
対
す
る
期
待
が
高
い
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
以
上
に「
人
」
の
印

象
が
旅
ア
ト
の
満
足
度
を
左
右
す
る
と
こ

の
結
果
か
ら
は
言
え
る
。
ク
チ
コ
ミ
の
コ

メ
ン
ト
を
読
ん
で
い
く
と
丁
寧
な
接
客
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
困
り
ご
と
や
記

念
日
な
ど
場
面
や
個
別
性
に
即
し
た
応
対
、

気
遣
い
と
い
っ
た
、
型
通
り
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
な
い
接
客
を
喜
ぶ
声
も
多
く
見
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
お
も
て
な
し
は
若
者
以

上
に
、
人
生
・
社
会
経
験
が
豊
富
で
臨
機

応
変
な
対
応
に
も
通
じ
た
シ
ニ
ア
世
代
が

得
意
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
お
客
さ
ま
と

接
す
る
機
会
が
多
い
観
光
業
の
人
材
と
し

て
、
シ
ニ
ア
層
が
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

（
図
３
）
か
ら
も
、
日
本
人
シ
ニ
ア
世
代
が

観
光
業
で
活
躍
で
き
る
兆
し
が
見
え
る
。

香
港
・
台
湾
の
訪
日
経
験
者
に「
日
本
の
高

齢
者
に
会
い
に
行
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る

か
」
を
尋
ね
る
と
、
両
エ
リ
ア
と
も
８
割

図2  じゃらんnetの「総合満点宿」のクチコミ評価構成比
じゃらんnetでは会員が予約・宿泊済みの宿に対して「部屋」「風呂」「朝食」「夕食」「接客・サー
ビス」「清潔感」の5項目と、「総合評価」について5点満点でクチコミ評価を実施している。下図は
2023年1月～10月に投稿されたクチコミ全データのうち「総合評価」に5点（大変満足）が付いたク
チコミについて、項目ごとの評価構成比を示したもの。

部屋

風呂

朝食

夕食

接客・サービス

清潔感

※「夕食」を除く5項目の評点1（不満）と評点2（やや不満）は1％未満のため非表示

調査概要　□調査期間：2024年9月20日～9月27日　 □調査方法：インターネット調査　
　　　　　□調査対象・回収数：過去5年以内に日本へ累積6泊以上滞在したことのある香港および
 台湾の20～50代。香港は計226件、台湾は計200件

21.8% 35.9% 26.8% 9.5%

18.1% 48.7% 22.6% 6.6%

■不満＝1点　■やや不満＝2点　■普通＝3点　■満足＝4点　■大変満足＝5点

■非常に
　興味あり

■興味あり ■やや
　興味あり

■どちらとも
　言えない

■あまり
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■興味はない ■まったく
　興味はない
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    10.6% 27.8% 56.6%
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シ
ニ
ア
世
代
が
収
入
以
上
に 

仕
事
か
ら
得
た
い
も
の
が
判
明

　70
代
を
超
え
る
と
、
仕
事
や
社
会
参
加

を
し
て
い
る
理
由
と
し
て「
経
済
的
理
由
」

で
は
な
く
自
己
実
現
や
社
会
貢
献
な
ど

「
社
会
的
理
由
」
を
挙
げ
る
割
合
が
過
半
数

に（
図
４
‒
Ｑ
3
）。
仕
事
や
社
会
参
加
か

ら
得
た
い
も
の
と
い
う
問
い
に
は
、
収
入

以
上
に「
健
康
維
持
・
老
化
防
止
」
や「
社

会
と
の
つ
な
が
り
・
社
会
貢
献
」
を
選
ぶ

割
合
が
多
か
っ
た（
図
４
‒
Ｑ
４
）。
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
に
希
望
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル

と
し
て「
収
入
が
減
っ
て
も
、
で
き
る
だ

け
自
分
の
時
間
を
多
く
作
り
た
い
」
と
い

う
意
識
も
強
く（
図
４
‒
Ｑ
2
）、
こ
う
し

た
結
果
か
ら「
健
康
の
た
め
に
体
を
動
か

し
、
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
適
度
な
交
流

を
持
ち
た
い
」「
働
く
の
は
た
く
さ
ん
稼
ぐ

た
め
よ
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
自
己

実
現
の
た
め
」
と
い
う
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

に
対
す
る
姿
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　こ
こ
ま
で
の
内
容
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
の

意
向
に
沿
う
働
き
方
を
考
え
る
な
ら
、
自

分
の
時
間
も
確
保
で
き
、
体
へ
の
負
担
も

重
く
な
い
短
時
間
の
勤
務
形
態
が
よ
さ
そ

う
だ
。「
住
ん
で
い
る
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
」
と
い
う
意
識
は
年
代
が
上
が

る
ほ
ど
高
ま
る
傾
向
も
あ
る
た
め（
図
４

‒
Ｑ
2
）、
地
域
振
興
の
側
面
も
あ
る
観
光

業
の
意
義
を
伝
え
る
と
、
シ
ニ
ア
世
代
の

働
く
意
欲
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。　

図4   シニア・プレシニアのセカンドライフ意識調査
Q1   現在の生活で改善したいことは？  ※プレシニアは「老後に向けて気をつけたいこと」 （複数回答）

※各数字は%  

プレシニア世代 シニア世代
40 代 50 代 60 代 70 代 80 代

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
健康を維持して、身体を動かせるようにしたい  56.9  62.1  57.4  74.6  65.6  72.6  71.8  77.7  68.0  71.1 
趣味や旅行など余暇にお金を使いたい  40.8  47.1  39.7  40.4  38.2  43.3  34.7  38.6  25.2  20.4 
家族との過ごし方を充実させたい  30.8  36.9  30.6  39.4  23.1  18.8  24.1  19.1  28.8  16.4 
孤独にならないようにしたい  34.1  38.3  23.9  35.7  15.1  18.3  15.3  24.2  26.1  31.3 
友人など社会的つながりを広げたい  36.0  38.8  26.8  35.2  23.1  19.2  15.3  15.8  14.4  15.9 
より安定的に収入を増やしたい  30.8  39.3  33.0  31.9  29.2  22.1  9.3  14.0  6.8  9.0 
生計のためではなく、自分の時間を作りたい  21.3  31.1  19.6  27.2  9.4  12.0  6.9  11.6  7.7  8.5 
新しいサークルやコミュニティに参加したい  15.2  12.6  10.5  14.6  8.0  9.6  6.9  8.8  6.8  2.0 
スマホや SNS など新しい技術を活用したい  12.3  16.5  5.3  8.0  3.8  4.8  8.3  12.1  9.9  14.4 
他人との接し方を改善したい  15.2  16.0  12.4  13.6  6.1  6.3  6.9  4.2  4.5  5.0 
子どもや孫など若者とのコミュニケーションを円滑にしたい  11.8  18.9  8.6  9.4  6.1  8.2  5.1  7.0  9.9  4.0 
暮らし方についての専門家のアドバイスを聞きたい  4.3  6.3  3.3  4.2  1.4  2.4  0.9  0.9  1.4  0.5 
その他  0.5  0.5  0.0  0.5  0.9  0.5  0.9  0.0  0.0  0.5 
あてはまるものはない  10.4  6.8  13.4  6.1  10.4  9.6  9.7  10.2  12.6  11.9 

Q2　今後どのように生活したい？  ※プレシニアは「老後をどのように生活したいか」（複数回答） 

 プレシニア世代 シニア世代 

※各数字は%   
40代 50代 60代 70代 80代 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 
収入が減っても、できるだけ自分の時間を多く作りたい  44.1  46.1  46.4  45.5  34.4  37.0  36.1  34.0  27.0  28.4 
ガーデニングや農業など自然作業をしたい  20.9  22.8  21.5  24.4  25.0  25.5  28.2  36.7  27.0  31.3 
住んでいる地域の発展に貢献したい  13.3  8.7  13.4  12.7  18.9  9.1  20.8  13.0  26.1  19.9 
株式や不動産など投資活動をしたい  25.1  7.8  18.2  10.8  13.7  9.6  14.8  6.5  10.8  6.0 
芸術作品や工芸品など創作活動をしたい  9.5  9.7  10.0  8.5  8.5  9.6  6.0  8.4  4.5  7.5 
経験を活かした講師やコンサルタントをしたい  9.5  8.3  8.6  5.2  10.4  4.8  5.6  3.7  5.4  5.0 
テレワークやオンラインを活用した活動をしたい  13.7  9.7  8.6  7.0  6.1  1.9  3.7  2.3  3.2  3.0 
公共施設やコミュニティセンターなどの運営スタッフをしたい  8.1  3.4  7.7  8.5  7.5  4.8  5.1  2.8  1.4  1.0 
観光客や来訪者の案内やサポートをしたい  5.7  4.4  4.8  3.8  3.8  2.4  3.2  2.3  0.9  2.5 
ソーシャルワーカーや介護など福祉分野で活動したい  6.2  3.4  3.3  5.6  2.8  1.9  0.5  1.4  0.9  0.5 
その他  7.1  7.8  9.1  8.9  7.1  16.8  7.4  15.3  18.0  14.9 

 

Q3　現在の仕事・就労や社会参加は、 自己実現や社会貢献など「社会的理由」から？ 
         生計や家族を支える「経済的理由」から？

40代 男性
女性

50代 男性
女性

60代 男性
女性

70代 男性
女性

80代 男性
女性

Q4　現在の仕事・就労や社会参加から得たいものは？
男性 (%) 40代 女性 (%)

収入や経済的安定 85.1 1位 収入や経済的安定 82.5
社会とのつながり・社会貢献 28.9 2位 安定した生活リズム 41.9

安定した生活リズム 28.4 3位 社会とのつながり・社会貢献 36.3
男性 50代 女性

収入や経済的安定 84.1 1位 収入や経済的安定 79.2
社会とのつながり・社会貢献 24.6 2位 安定した生活リズム 43.4

安定した生活リズム 23.1 3位 社会とのつながり・社会貢献 40.9
男性 60代 女性

収入や経済的安定 78.0 1位 収入や経済的安定 62.7
健康維持・老化防止 39.0 2位 社会とのつながり・社会貢献 52.7

社会とのつながり・社会貢献 37.1 3位 健康維持・老化防止 49.1
男性 70代 女性

健康維持・老化防止 54.4 1位 健康維持・老化防止 62.8
社会とのつながり・社会貢献 53.3 2位 社会とのつながり・社会貢献 48.7

収入や経済的安定 43.3 3位 生きがいや自己実現 47.4
男性 80代 女性

健康維持・老化防止 62.0 1位 健康維持・老化防止 56.5
社会とのつながり・社会貢献 51.9 2位 社会とのつながり・社会貢献 54.8

生きがいや自己実現 39.2 3位 生きがいや自己実現 53.2

調査概要
□調査期間： 2024年
 9月17日～9月20日　
□調査方法： インターネット調査　
□調査対象・回収数：
　全国の40・50・60・70・80代、
　世代・性別に各約200件　
   （回収実績計2113件）

50% 100%0%

■自己実現や社会貢献など
    「社会的理由」から

■どちらかといえば
　自己実現や社会貢献など 
　「社会的理由」から

■どちらかといえば
　生計や家族を支える
　「経済的理由」から

■ 生計や家族を支える
　「経済的理由」から

59.7% 32.3% 3.2% 4.8%

48.1% 36.7% 10.1% 5.1%

38.5% 26.9% 23.1% 11.5%

25.6% 25.6% 35.6% 13.3%

14.5% 22.7% 38.2% 24.5%

7.5% 20.1% 28.9% 43.4%

8.8% 11.9% 28.9% 50.3%

7.2% 6.2% 30.3% 56.4%

3.8% 10.0% 40.0% 46.3%

7.2% 10.3% 29.4% 53.1%
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伝
え
た
が
、
そ
れ
を
体
現
し
た
好
例
が
事

例
②
だ
。
こ
の
料
理
店
で
は
炉
端
焼
き
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
働
く
シ
ニ
ア
そ
の
も

の
が
名
物
な
の
だ
。
炉
端
焼
き
を
焼
く
姿

が
名
物
と
な
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
う

こ
と
を
目
的
に
し
て
遠
く
か
ら
来
店
す
る

人
も
い
る
く
ら
い
な
の
で
、「
シ
ニ
ア
の
働

く
姿
が
観
光
資
源
」
だ
と
言
え
る
。
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
に
働
く
姿
は
応
援

し
た
く
な
る
も
の
で
、「
看
板
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
の
フ
ァ
ン
が
い
る

店
の
例
は
他
に
も
あ
る
。
ま
た
、
制
作
実

演
を
目
玉
に
し
た
職
人
展
が
あ
る
よ
う
に
、

長
年
研
鑽
を
重
ね
て
き
た
熟
練
の
手
仕
事

は
見
応
え
が
あ
る
。
シ
ニ
ア
世
代
の
働
く

姿
や
技
術
に
は
、
人
を
惹
き
つ
け
る
だ
け

の
価
値
が
あ
る
よ
う
だ
。

異
な
る
世
代
が
刺
激
を
与
え
合
い
、 

支
え
合
う
新
し
い
関
係
性
を
構
築

　
事
例
③
で
も
、
そ
の
世
代
な
ら
で
は
と

言
え
る
能
力
を
発
揮
し
た
シ
ニ
ア
が
活
躍
。

か
つ
て
は
各
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

染
み
抜
き
や
裁
縫
な
ど
の
技
術
も
、
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
や
道
具
が
身
近
に
あ
る
近
年

の
若
い
世
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

も
多
い
。
そ
う
し
た
昔
な
が
ら
の
生
活
知

と
も
っ
た
い
な
い
精
神
が
こ
の
事
例
で
は

業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
だ
が
、
シ

ニ
ア
を
雇
用
し
た
ホ
テ
ル
は
元
か
ら
そ
う

し
た
働
き
ま
で
期
待
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
想
定
外
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
。

さ
ら
に
シ
ニ
ア
世
代
の
働
く
姿
勢
や
高
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
、
若
き
同

僚
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
と
の
効
能
も
。

事
例
に
挙
げ
た
平
山
さ
ん
は
穏
や
か
な
人

柄
か
ら
同
僚
た
ち
に
慕
わ
れ
、
相
談
役
の

よ
う
な
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い

る
そ
う
。
彼
女
が
ス
タ
ッ
フ
間
の
ハ
ブ
役

と
な
り
、
異
な
る
部
門
間
の
連
携
が
以
前

よ
り
も
強
化
さ
れ
て
い
る
。
同
ホ
テ
ル
で

は
平
山
さ
ん
以
外
に
も
60
代
以
上
の
ス
タ

ッ
フ
が
活
躍
し
て
お
り
、
支
配
人
の
原
野

秀
敏
さ
ん
は「
新
し
い
も
の
ご
と
の
吸
収

や
運
動
能
力
面
と
い
っ
た
苦
手
な
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
今
ま
で
身
に
付
け
て

き
た
知
恵
や
能
力
、
臨
機
応
変
な
対
応
な

ど
の
武
器
が
あ
る
」
と
評
す
る
。
平
山
さ

人
員
補
充
以
上
の
価
値
が
あ
る
？ 

活
躍
中
の
シ
ニ
ア
か
ら
見
え
た
、秘
め
た
能
力

彼
ら
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
恵
、 

存
在
そ
の
も
の
が
観
光
資
源
に

　
内
閣
府「
令
和
６
年
版
高
齢
社
会
白
書
」

に
よ
る
と
65
歳
以
上
の
就
業
者
数
は
20
年

連
続
で
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
２
０
２

３
年
は
65
歳
〜
69
歳
の
52
％
、
70
歳
〜
74

歳
の
34
％
が
様
々
な
業
界
で
働
い
て
い
る
。

す
で
に
活
躍
中
の
シ
ニ
ア
世
代
は
ど
の
よ

う
に
働
い
て
い
る
の
か
、
４
つ
の
事
例
か

ら
見
て
い
き
た
い
。

　
夫
妻
２
人
で
営
む
事
例
①
の
宿
は
予
約

を
含
む
通
信
手
段
が
手
紙
の
み
、
１
日
２

組
限
定
で
冬
季
は
休
業
、
と
言
う
か
ら
利

益
追
求
型
の
働
き
方
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト

も
電
話
も
な
く
、
野
菜
を
育
て
な
が
ら
暮

ら
す
夫
妻
の
家
に
招
か
れ
た
感
覚
で
ゲ
ス

ト
は
滞
在
で
き
る
。
藁
葺
き
家
屋
や
囲
炉

裏
端
の
団
ら
ん
な
ど
、
夫
妻
の
何
気
な
い

日
常
が
ゲ
ス
ト
に
は
新
鮮
な
魅
力
に
。
そ

れ
は
夫
妻
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
恵
に

裏
打
ち
さ
れ
た
、
作
り
も
の
で
は
な
い
体

験
が
で
き
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た「
古
き

よ
き
日
本
」
を
伝
え
る
も
て
な
し
の
形
は
、

日
本
各
地
に
あ
る
農
山
漁
村
の
シ
ニ
ア
世

代
の
力
が
活
き
る
分
野
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
Ｐ
17
図
３
で
は「
高
齢
者
目
的
の
旅
」
に

興
味
を
抱
く
人
も
多
い
と
の
調
査
結
果
を

人生経験豊富な坂本
夫妻の包容力や温かな
もてなしが、居心地のよ
さを醸し出している

かつては世界中をめぐ
るバックパッカーだっ
た坂本夫妻の話に耳を
傾けるひと時も楽しい

事例○1 岩手県野田村

「苫屋」を営む

  就業形態　経営者

坂本充さん●65歳　久美子さん●66歳

　東は太平洋の十府ヶ浦海岸、西は和佐羅比山に囲まれ
た人口約4000人の野田村。自然に恵まれた村の南部曲が
り家で、1日2組限定の宿を営むのが坂本夫妻だ。宿には電
話もネット環境もないため、予約手段は手紙のみ。にもか
かわらず、宿泊希望者が絶えない人気ぶりだ。
　食事はゲストと坂本夫妻が一緒に囲炉裏を囲み、自家
栽培の野菜や地元の海山の幸で手作りした品 を々味わう。
豪勢な設備はなくとも、夫妻やゲスト同士、ふらりと立ち寄
ったご近所さんとの交流に心温まり、再訪時には「故郷に
帰った気分になる」というリピーターは国内にとどまらず海
外からもやって来る。
　坂本夫妻が宿の運営を前任者から引き継いだのは30
代。「世界各地から泊まりに来てくれるので、人付き合いが
減る年代になった今も友達が増えるようで嬉しい」と話す。
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五島列島最大の島にある
ホテルでシニア世代が活
躍中。彼らは人前に出な
い業務も「誰かの役に立
つ仕事」と捉え意欲的だ
と支配人は話す

住宅街にあるドライブスルー併設店舗で活躍す
る永田さん。お客さまとの会話や「頑張って」な
どの応援の声も励みになるという

ん
自
身
も
、「
シ
ニ
ア
は
こ
れ
ま
で
の
人
生

経
験
か
ら
得
意
分
野
が
あ
る
方
が
多
い
。
け

れ
ど
輝
け
る
場
所
が
少
な
い
の
で
、
働
く

場
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　異
な
る
世
代
が
一
緒
に
働
く
効
能
は
、

事
例
④
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
働
く
永

田
さ
ん
は「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
道
徳

的
な
側
面
も
強
い
」
と
話
し
て
お
り
、
そ

ん
な
彼
の
細
や
か
な
接
客
対
応
や
声
掛
け

は
若
い
同
僚
た
ち
に
と
っ
て
学
び
も
多
い
。

そ
し
て
永
田
さ
ん
は
同
僚
に
ス
マ
ホ
の
操

作
を
教
わ
る
な
ど
、
互
い
に
よ
い
刺
激
を

与
え
合
っ
て
い
る
。
事
例
②
と
同
様
に
永

田
さ
ん
も
来
店
客
か
ら
励
ま
し
や
応
援
の

声
を
も
ら
う
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ

れ
は
共
に
働
く
人
に
と
っ
て
も
同
様
。
学

生
も
多
い
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
た
ち
や

店
長
と
永
田
さ
ん
は
、
そ
の
大
き
な
年
齢

差
か
ら
単
な
る「
上
司
と
部
下
、
同
僚
」

と
い
っ
た
従
来
の
も
の
と
は
違
っ
た
良
好

な
関
係
性
が
育
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
ま
た
、
永
田
さ
ん
は「
体
が
動
く
間

は
少
し
の
時
間
で
も
頑
張
り
た
い
」、
事

例
③
の
平
山
さ
ん
は「
頼
ら
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
も
話
し
て
お
り
、
仕
事
に
意
欲
的
。

Ｐ
18
図
４
の
調
査
結
果
に
あ
る
よ
う
に
シ

ニ
ア
世
代
は
金
銭
の
た
め
に
働
か
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
よ
り
も
自
ら
望
ん
で
働
き

に
出
る
人
が
大
半
の
た
め
、
仕
事
に
前
向

き
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
姿
勢
も
同
僚

に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

事例○2事例○3事例○4 北海道釧路市長崎県五島市兵庫県西宮市

「炉ばた」で
焼き手を務める

「カラリト五島列島」で
リネン係を務める

「マクドナルド
山手幹線西宮店」で
車両誘導係を務める

  就業形態　正社員  就業形態　パートタイム雇用  就業形態　パートタイム雇用
中島静子さん●88歳平山幸子さん●75歳永田益幸さん●89歳

　五島列島・福江島のリゾートホテルでは、
島内にリネン会社がないため自社で寝具類
の管理部門を設置した。生地の破れや汚れ
による廃棄が避けられなかったが、その状況
を好転させたのが「回覧板を見て求人に応
募した」と言う島内在住の平山さんだ。
　傷んだリネン類を見た平山さんは、染み抜
きや趣味の裁縫の知恵と技術を発揮してき
れいに修復。廃棄削減に貢献している。「マ
ニュアルになくても自分にできることを探し
て実行する方がシニア人材には多い」と支配
人・原野さん。また、彼女の存在により、裏方
仕事に意欲が低下することもあった若手の
リネン係にも変化が。「常に穏やかで傾聴力
に長けた平山さんは同僚たちの精神的安定
剤」だそう。その対人能力は他部門との関係
性向上にも役立っている。

　マクドナルドでは「プレミアムエイジクル
ー」と呼ぶ60歳以上を積極的に雇用。西宮
市の店舗で働く永田さんもその一人だ。ここ
で働き始めたのは73歳の時で、当初は平日
を含め出勤していたが現在は体調を考えて
土日のみ。混雑する昼時に、駐車場で誘導
係をしている。
　「体がしんどい時もあるが、制服を着ると
頑張れるし楽しい。話ができる同僚がいる
のもありがたい」と永田さん。20代の店長は

「永田さんの接客対応や気遣いは、若者も多
いバイトスタッフの学びになっている」と話
す。永田さんにとって店長は、「孫より若いく
らいだが頼もしい」存在。そして「いつも気に
かけて助けてくれるので、私も助けになりた
い」と勤務に励む日 を々送っている。

カウンター席の前
で焼き手を務める
静子さん。特に話を
するわけでもない
のだが、黙 と々働く
姿そのものが来店
客を魅了している

　食材を炭火で焼く「焼き手」を眺めなが
ら、できたての品 を々味わうのが炉端焼きの
魅力。1951年創業の炉端焼き料理店「炉ば
た」ではそうした料理に加え、焼き手である
名物おばあちゃん・静子さん目当ての来店客
も数多くいる。2022年に延焼被害で店舗が
倒壊して廃業の危機に陥った際も、お店や
静子さんのファンから多くの励ましの声と、
860万円以上ものクラウドファンディングに
よる支援が集まったおかげで、見事に再興を
果たしている。
　来店客の一人は、「火事の後、心配してい
た。おばあちゃんが元気にしているか見に来
た」と話す。静子さんが働く姿を確かめるた
めに、出張先の札幌から片道5時間のバスに
乗ってわざわざ足を運んだという。
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責
任
も
負
担
も
少
な
く
無
理
の
な
い 

「
小
さ
な
仕
事
」が
シ
ニ
ア
の
希
望

澤
柳
　
シ
ニ
ア
世
代
の
仕
事
に
対
す
る
意

識
を
調
査
す
る
と
、
勤
労
世
代
と
は
違
い

が
あ
る
様
子
。
定
年
後
の
仕
事
の
実
態
を

伝
え
る
坂
本
さ
ん
の
著
書
で
も
、
同
様
の

傾
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

坂
本
　
私
が
行
っ
た
調
査
・
分
析
の
結
果

に
よ
る
と
、
働
く
う
え
で
大
切
に
し
て
い

る
考
え
方
、
つ
ま
り
仕
事
に
対
す
る
価
値

観
は
大
き
く
６
つ
の
因
子
に
分
類
で
き
ま

す（
表
１
）。
こ
の
６
つ
の
う
ち
ど
れ
に
重

き
を
置
く
か
は
年
齢
に
よ
り
変
化
し
、
20

代
で
あ
れ
ば「
高
い
収
入
や
栄
誉
」
に
最

も
高
い
価
値
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し

年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
仕
事
に
感
じ
る
価

値
は
減
じ
て
い
き
、
50
代
に
入
る
と
６
つ

の
因
子
す
べ
て
に
対
し
て
価
値
を
感
じ
な

い
状
態
に
。
そ
し
て
50
代
後
半
か
ら
60
代
、

70
代
と
年
齢
を
重
ね
る
と「
高
い
収
入
や

栄
誉
」
を
除
い
た
５
つ
の
因
子
の
価
値
が

再
び
増
し
て
い
き
ま
す
。
60
代
〜
70
代
は

特
に「
他
者
へ
の
貢
献
」「
体
を
動
か
す
こ

と
」
に
価
値
を
感
じ
る
人
が
増
え
ま
す
。

澤
柳
　
50
代
で
落
ち
込
ん
だ
仕
事
へ
の
意

欲
が
、
シ
ニ
ア
世
代
に
な
る
と
違
っ
た
就

労
観
を
得
る
と
共
に
再
び
高
ま
る
の
が
興

味
深
い
で
す
ね
。
50
代
で
価
値
観
の
転
換

期
を
迎
え
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

坂
本
　
多
く
の
企
業
で
は
50
代
で
役
職
定

年
、
60
代
で
定
年
退
職
が
あ
り
、
50
代
に

入
る
と「
右
肩
上
が
り
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
終
わ
り
が
来
る
」
と
実
感
す
る
の
が

ま
ず
一
つ
。
そ
し
て
ご
自
身
の
能
力
や
体

力
が
か
つ
て
よ
り
減
退
し
た
と
感
じ
、
以

前
と
同
じ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
難
し
く
な

る
こ
と
も
仕
事
に
価
値
を
感
じ
な
く
な
る

理
由
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
50
代
を
経
て
定

年
退
職
を
迎
え
る
と
、
多
く
の
場
合
は
子

ど
も
も
独
立
し
て
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
返

済
も
終
わ
り
、
大
き
な
金
額
を
稼
ぐ
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う「
小
さ
な
仕
事
」
に
満
足
感
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
シ
ニ
ア
の
姿
が

調
査
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

澤
柳
　
シ
ニ
ア
世
代
が
望
む「
小
さ
な
仕

事
」
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

坂
本
　
彼
ら
が
重
視
す
る
の
は
無
理
の
な

い
仕
事
で
あ
る
こ
と
。
若
い
頃
に
は
多
少

ん
自
身
も
、「
シ
ニ
ア
は
こ
れ
ま
で
の
人
生

経
験
か
ら
得
意
分
野
が
あ
る
方
が
多
い
。
け

れ
ど
輝
け
る
場
所
が
少
な
い
の
で
、
働
く

場
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
異
な
る
世
代
が
一
緒
に
働
く
効
能
は
、

事
例
④
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
働
く
永

田
さ
ん
は「
接
客
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
道
徳

的
な
側
面
も
強
い
」
と
話
し
て
お
り
、
そ

ん
な
彼
の
細
や
か
な
接
客
対
応
や
声
掛
け

は
若
い
同
僚
た
ち
に
と
っ
て
学
び
も
多
い
。

そ
し
て
永
田
さ
ん
は
同
僚
に
ス
マ
ホ
の
操

作
を
教
わ
る
な
ど
、
互
い
に
よ
い
刺
激
を

与
え
合
っ
て
い
る
。
事
例
②
と
同
様
に
永

田
さ
ん
も
来
店
客
か
ら
励
ま
し
や
応
援
の

声
を
も
ら
う
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
そ

れ
は
共
に
働
く
人
に
と
っ
て
も
同
様
。
学

生
も
多
い
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
た
ち
や

店
長
と
永
田
さ
ん
は
、
そ
の
大
き
な
年
齢

差
か
ら
単
な
る「
上
司
と
部
下
、
同
僚
」

と
い
っ
た
従
来
の
も
の
と
は
違
っ
た
良
好

な
関
係
性
が
育
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
ま
た
、
永
田
さ
ん
は「
体
が
動
く
間

は
少
し
の
時
間
で
も
頑
張
り
た
い
」、
事

例
③
の
平
山
さ
ん
は「
頼
ら
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
も
話
し
て
お
り
、
仕
事
に
意
欲
的
。

Ｐ
18
図
４
の
調
査
結
果
に
あ
る
よ
う
に
シ

ニ
ア
世
代
は
金
銭
の
た
め
に
働
か
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
よ
り
も
自
ら
望
ん
で
働
き

に
出
る
人
が
大
半
の
た
め
、
仕
事
に
前
向

き
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
姿
勢
も
同
僚

に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

対談

表1   仕事に対する価値観
他者への貢献 人の役に立てること、社会の役に立つこと、仕事において自身の責任を果たすこと、

会社の成長に貢献すること

生活との調和 無理なく仕事ができること、仕事をする場が快適であること、自分自身が望んだ生
活をできること、幸せな家庭生活を実現すること、職業が安定して将来に不安のな
いところで働くこと、効率よく対価を得ること、毎日働くことで生活のリズムがつく
こと、気の合う仲間と一緒にいること

仕事からの体験 ワクワクするような体験をすること、様々な人と交流する機会があること、いろい
ろな種類の活動をすること、新しいことを発見したり発展させたり考えだしたりする
こと

能力の発揮 自分自身の専門性を高めること、自分の能力を活かせる仕事をすること

体を動かすこと 仕事において身体を使って活動すること、一所懸命に体を使って仕事をすること

高い収入や栄誉 昇進できること、高い収入を得ること、大きな意思決定ができるような権限権威を
持つこと

※出典：リクルートワークス研究所「シニアの就労実態調査」より

リクルートワークス研究所
研究員・アナリスト
坂本貴志さん
厚生労働省にて社会保障制度の企画立案
業務などに従事した後、内閣府で官庁エコ
ノミストとして「経済財政白書」の執筆など
を担当。その後に三菱総合研究所エコノミ
ストを経て現職。著書『ほんとうの定年後
――「小さな仕事」が日本社会を救う』（講
談社現代新書）では、様々なデータと事例
から定年後の仕事の実態を明らかにすると
共に、少子高齢化の社会が目指すべき姿を
提案している。

じゃらんリサーチセンター
客員研究員
澤柳正子
2002年、株式会社リクルート入社。都市部
と過疎地の交流観光に関する研究、一次
産業分野における課題解決支援モデルの
実証実験のプロデューサーを担当するな
ど、長く中山間地域振興に従事。2023年に
現職に着任後は、「旅人と住人のアタッチメ
ント研究」「シニアの活躍による新しい旅の
価値創造研究」に着手。

こ
れ
か
ら
の
持
続
可
能
な
経
営
を
左
右
す
る

観
光
業
で
の
シ
ニ
ア
世
代
の
活
か
し
方
と
は
？

こ
こ
ま
で
の
調
査
や
事
例
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
代
な
ら
で
は
の
価
値
観
や
能
力
が
見
え
て
き
た
。

観
光
の
未
来
に
よ
い
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
秘
め
た
彼
ら
に
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に

業
界
や
事
業
者
が
す
べ
き
こ
と
と
は
？
定
年
後
の
仕
事
の
実
態
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
た

著
書
が
あ
る
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
・
坂
本
貴
志
さ
ん
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
客
員
研
究
員
・
澤
柳
が
う
か
が
っ
た
。
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の
無
理
を
し
て
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
し

た
い
、
稼
ぎ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
そ
う

し
た
想
い
が
な
い
シ
ニ
ア
世
代
は
仕
事
に

対
す
る
責
任
も
負
担
も
少
な
い
、
無
理
な

く
で
き
る
仕
事
を
望
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

業
務
を
分
析
し
細
分
化
す
る
こ
と
が 

労
働
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る

澤
柳
　
今
回
紹
介
し
た
事
例
の
方
々
に
お

話
を
う
か
が
っ
て
、
昔
な
が
ら
の
知
恵
や

道
徳
精
神
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
と
い
っ
た
魅
力
的
な
能
力
が
シ
ニ
ア

世
代
に
は
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

た
だ
こ
う
し
た
能
力
は
履
歴
書
で
は「
見

え
な
い
キ
ャ
リ
ア
」
で
す
し
、
ご
本
人
た

ち
も
特
技
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
せ
っ

か
く
魅
力
が
あ
る
の
に
事
業
者
側
が
そ
れ

を
活
か
せ
て
い
な
か
っ
た
り
、
た
と
え
ば

シ
ニ
ア
ご
本
人
も
長
ら
く
お
勤
め
か
ら
離

れ
て
い
た
主
婦
の
方
な
ど
は「
働
く
な
ん

て
で
き
な
い
」
と
考
え
た
り
す
る
現
状
は
、

も
っ
た
い
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

坂
本
　
働
き
手
が
豊
富
な
時
代
は
経
営
者

は
ま
ず
若
い
方
を
探
し
、
次
善
の
策
と
し

て
シ
ニ
ア
の
雇
用
を
考
え
る
と
い
う
段
階

を
踏
ん
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
近
年
は
少

子
高
齢
化
を
背
景
に
し
た
人
手
不
足
で
労

働
市
場
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
若
い
方
だ

け
し
か
雇
用
し
な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
事

業
が
継
続
で
き
な
い
の
で
、
経
営
者
の
意

識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
若
者

不
足
は
地
方
部
ほ
ど
深
刻
な
の
で
、
今
後

は
地
方
部
か
ら
シ
ニ
ア
活
用
が
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
１
人

で
も
雇
用
し
た
経
営
者
は
シ
ニ
ア
の
魅
力

が
わ
か
り
、
２
人
目
３
人
目
の
雇
用
を
考

え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
元
の
同
年
代

の
方
が
働
く
姿
を
見
る
こ
と
で「
自
分
に

も
で
き
そ
う
」
と
考
え
る
シ
ニ
ア
の
方
も

表
れ
て
…
、
と
い
う
波
及
効
果
が
生
ま
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

澤
柳
　
シ
ニ
ア
世
代
を
雇
用
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
ど
ん
な
点
に
気
を
付
け
る
と
よ

い
と
お
考
え
で
す
か
。
就
労
観
は
年
齢
層

に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と
の
お
話
も
あ
り

ま
し
た
し
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
働
き
方

や
条
件
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
を
考
え
る

必
要
も
あ
り
そ
う
で
す
。

坂
本
　「
小
さ
な
仕
事
」
を
望
む
と
お
話

し
た
通
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
、
残
業
あ
り
」

と
い
っ
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
シ

ニ
ア
世
代
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ル

タ
イ
ム
の
場
合
で
も
出
勤
は
週
２
〜
３
日

程
度
の
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
は
シ
ニ
ア
世
代
も
負
担
な

く
働
け
る
程
度
に
タ
ス
ク
を
細
分
化
す
る

こ
と
が
大
切
。
そ
れ
に
は
、
ど
の
よ
う
に

細
分
化
で
き
る
の
か
、
業
務
を
し
っ
か
り

分
析
す
る
こ
と
に
経
営
側
は
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
も
勤
労
世
代
へ
向
け
た
方
向
性

と
は
変
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
従

来
は
部
下
に
対
し
て
、
将
来
を
見
据
え
て

難
し
い
仕
事
も
任
せ
た
り
役
職
を
与
え
た

り
し
て
成
長
へ
と
導
く
こ
と
が
本
人
の
た

め
で
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、「
将
来
は

店
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
シ
ニ

ア
の
方
は
そ
う
そ
う
お
ら
ず
、
今
の
自
分

に
で
き
る
範
囲
の
仕
事
を
頑
張
り
た
い
と

い
う
方
が
多
い
。
そ
う
い
う
方
に
対
し
て

「
も
っ
と
上
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
は
適
し
ま
せ
ん
よ
ね
。
で
す
か
ら

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
も
進
化
さ
せ
、
工
夫

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。

澤
柳
　
確
か
に
細
分
化
す
る
と
１
人
あ
た

り
の
負
担
が
減
り
ま
す
ね
。
今
回
の
記
事

で
も
紹
介
す
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
店
舗
で

は
、
80
代
の
男
性
が
駐
車
場
の
誘
導
係
と

し
て
週
末
の
短
時
間
の
み
働
い
て
い
ま
す
。

店
長
さ
ん
は「
ご
年
配
の
方
は
頑
張
っ
て

し
ま
う
方
が
多
い
の
で
、
長
時
間
勤
務
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
重
た
い
荷
物
を
無
理

し
て
運
ん
で
い
な
い
か
な
ど
気
を
付
け
て

い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
て
、
上
手
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

坂
本
　
難
し
い
内
容
だ
と
仕
事
を
始
め
る

ハ
ー
ド
ル
も
上
が
る
の
で
、
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
負
荷
が
少
な
い
よ
う
に
サ
イ

ズ
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
レ

ジ
も
調
理
も
掃
除
も
…
、
と
マ
ル
チ
タ
ス

ク
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
車
の
誘
導
だ

け
、
週
２
日
だ
け
、
と
い
っ
た
工
夫
が
経

営
側
に
は
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ニ
ア
の
積
極
活
用
を
は
じ
め
、 

観
光
業
は
変
わ
る
べ
き
時
代
が
到
来

澤
柳
　
様
々
な
業
界
で
シ
ニ
ア
世
代
が
働

か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
業
は

シ
ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
働
き
た
い
と
思
え

る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
か
。

坂
本
　
観
光
業
は
旅
行
者
を
は
じ
め
人
と

の
接
点
が
多
い
仕
事
。
シ
ニ
ア
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る

の
で
、
そ
の
点
か
ら
い
う
と
ぴ
っ
た
り
の

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
認
識
と
し
て

平
均
的
に
は
40
代
以
降
に
多
く
の
人
が
気

力
・
体
力
の
低
下
を
感
じ
、
人
に
よ
っ
て

は
処
理
力
や
論
理
的
思
考
力
も
下
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
対
人
能
力
や

対
自
己
能
力
は
、
歳
を
重
ね
て
も
向
上
し
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続
け
る
と
考
え
る
人
が
多
い
ん
で
す
よ
。

澤
柳
　「
旅
の
満
足
度
は
人
の
印
象
に
左

右
さ
れ
る
」
こ
と
を
示
す
調
査
結
果
も
あ

り
ま
す
し（
Ｐ
17
図
２
）、
観
光
業
で
も
対

人
能
力
に
優
れ
た
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

坂
本
　
た
だ
、
観
光
業
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
活
況
な
こ
と
も
あ
り
働
き
手
不
足
は
今

後
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
大
量
の
人
手
に
支
え
ら

れ
た
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
最
高
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
シ
ニ
ア
に
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
自
体
を
変
え
る

局
面
に
あ
る
の
か
と
も
思
い
ま
す
。

澤
柳
　
そ
う
で
す
ね
、
状
況
に
応
じ
て
変

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
お
客
さ
ま
の
満
足
度
は
下
げ
た

く
な
い
の
で
、
単
に
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
る
の
で
は
な
い
工
夫
が
大
事
か
と
思
い

ま
す
。
た
と
え
ば
あ
る
宿
で
は
、
宿
泊
者

に
応
じ
た
サ
イ
ズ
の
浴
衣
を
ス
タ
ッ
フ
が

用
意
す
る
工
程
を
な
く
し
、
色
柄
や
サ
イ

ズ
を
自
由
に
選
べ
る
色
浴
衣
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
す
る
と
宿
の
手
間
は
減
り
、

宿
泊
者
に
は
選
ぶ
楽
し
み
が
で
き
た
。
こ

う
し
た
体
験
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
よ
う
な
仕

掛
け
を
考
え
な
が
ら
、
手
間
や
必
要
人
員

を
削
減
す
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

坂
本
　
そ
の
視
点
は
非
常
に
重
要
で
す
。

業
務
を
分
析
し
細
分
化
し
て
省
け
る
部
分

は
な
く
し
、
代
わ
り
に
お
客
さ
ま
に
納
得

い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
形
に
す
る
。
そ

し
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
部
分
は
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
に

活
躍
し
て
も
ら
い
、
若
い
世
代
は
経
営
面

に
注
力
す
る
。
そ
う
い
っ
た
適
正
な
役
割

分
担
が
で
き
る
と
全
体
的
な
負
荷
が
下
が

り
、
人
手
不
足
の
時
代
に
あ
っ
て
も
利
益

を
出
せ
る
持
続
可
能
な
経
営
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「履歴書」に見えづらい
シニア人材の潜在能力

　以前、日本国内で旅を終えた出国間際の訪
日外国人に直接インタビューする機会をいた
だいた。「訪日目的は？」の問いに対し、寿司や
富士山、スキーや寺社仏閣など様々な観光要
素の回答が得られたが「一番のよい思い出
は？」の問いに、「日本人」と回答する人が一定
数いたことに驚いた。親切で丁寧、周囲や他
人を尊重し約束を守る日本人。日本独自の道
徳教育の一端が旅行者の心に響き感謝や感
動につながったのではないかと推測できた。
今回紹介したじゃらんnetクチコミ分析（P17）
にもあるように「人の印象」は旅アトの満足度
に大きく影響する重要なファクターである。
今回注目したシニア人材は海外の旅行者が
称賛した道徳心のようなものが身体の芯に通
っている人が多いと感じており、またこれまで
の人生経験に基づいた知恵や胆力、人脈など
の強みを持ちながら、それを活かせるステー
ジに不在であることはむしろ今後の日本観光
にとっては大きなチャンスである。シニア人材
×観光領域のペアリングがどのような味わい
を生みだし、旅行者や働き手も含めた人と人
との関係性向上にどのような効果をもたらす
のかに期待が高まる。
　ただ、シニア層の能力はとにかく見えづら
いのが難点である。ウェブ調査で「友人に教え
る程度の腕前がある趣味や特技は？」の設問
に、釣りや書道、家庭菜園などの少数サンプ
ルは取れたが多くの人は「特になし」と回答し
ている。人事採用時の履歴書や面接でも同
様に見えづらい。日本人特有の謙虚さに加え

「歳をとっているから」「迷惑をかけたくない」
という心情が消極的な要因となっているのか
もしれない。これら謙虚さに隠れている好き
なことや得意を活かし、心身健康に無理なく
働くセカンドライフはいわば人生のボーナス
ステージである。この明るい世界観が実現し
たらおのずと人材難時代の救世主層になる
はずだ。そして企業・採用側はシニアの潜在
能力にどうアプローチできるかが肝となる。
年齢や職種など固定概念を外し新しい基準
で観光人材の未来を創造したい。

　滋賀県守山市のリゾートホテル
「ヤンマーサンセットマリーナ クラ
ブハウス＆ホテル」の協力を得て、シ
ニア人材活用の実証実験を実施
中。シニア人材に活躍してもらうべ
く、「シニアの働きやすさ」の観点か
ら採用基準や面接方法の設定に取
り組んでいる。今後は採用に向け、
従来の求人ウェブ広告だけではな
く、敬老会やシルバー人材センター
などのシニア世代が集まる組織で
の求人情報案内も予定。

シニア人材活用の
実証実験も始動！

じゃらんリサーチセンター
客員研究員
澤柳正子
さわやなぎ  まさこ

「社会人・地域人として長くご活躍さ
れてきたシニアの方々の知見は、スタ
ッフの育成や顧客満足度向上につな
がると期待しています！」

ヤンマー
サンセットマリーナ 
クラブハウス＆ホテル
ゼネラルマネジャー　
波田裕明さん

担当研究員より



人気温泉地ランキング
2025

 発表！

じゃらん人気温泉地ランキング2025
調査概要と回答者プロフィール
調査概要　
調査期間　 2024年8月16日（金）〜2024年8月30日（金）
調査対象　 2023年8月〜2024年7月までに

『じゃらんnet』を利用した会員
調査方法　 インターネット上でのアンケートを実施
有効回答数　　1万2594人
対象温泉地　全国332温泉地（除く東京都・沖縄県）を調査対象として設定
※調査対象を変更したため、前年度以前の順位は参考値になります。
　温泉地名は調査時のものであり、一部の温泉地名で呼称が異なる場合があります。

回答者プロフィール（ｎ＝12,594）

居住地域

東北
5.5％

東海
13.0％

関東・
甲信越
38.1％北陸・

関西
17.9％

中国・
四国
7.7％

九州・
沖縄県
11.6％

北海道
6.3％

性別 

男性
50.7％

女性
48.3％

無回答
1.0％

選ばれた
温泉地

山間の小さな温泉地から、
定番人気温泉地まで

全国人気温泉地
ランキングベスト50

（ｎ＝12,594）

これまでに行ったことがある温泉地のうち
「もう一度行ってみたい」温泉地
（複数回答5つまで）

順位 温泉地名 都道府県 集計対象数 昨年順位

1 草津温泉 群馬県 2301 1 ➡

2 箱根温泉 神奈川県 2269 2 ➡

3 道後温泉 愛媛県 1728 3 ➡

4 登別温泉 北海道 1597 4 ➡

5 別府温泉郷 大分県 1303 7 扌

6 有馬温泉 兵庫県 1231 5 ➡

7 黒川温泉 熊本県 1161 6 ➡

8 熱海温泉 静岡県 1153 8 ➡

9 下呂温泉 岐阜県 1035 9 ➡

10 城崎温泉 兵庫県 991 11 扌

11 由布院温泉 大分県 986 10 ➡

12 乳頭温泉郷 秋田県 921 12 ➡

13 和倉温泉 石川県 810 14 扌

14 指宿温泉 鹿児島県 806 15 扌

15 奥飛騨温泉郷 岐阜県 722 16 扌

16 定山渓温泉 北海道 689 20 扌

17 蔵王温泉 山形県 688 19 扌

18 加賀温泉郷 石川県 676 17 ➡

19 伊香保温泉 群馬県 672 23 扌

20 洞爺湖温泉 北海道 671 18 ➡

21 玉造温泉 島根県 634 21 ➡
22 奥入瀬渓流温泉・ 

十和田湖畔温泉 青森県 628 24 扌

23 嬉野温泉 佐賀県 608 22 ➡

24 雲仙温泉 長崎県 594 25 扌

25 阿寒湖温泉 北海道 551 26 扌

26 湯の川温泉 北海道 546 27 扌

27 秋保温泉 宮城県 542 28 扌

28 万座温泉 群馬県 527 33 扌

29 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 524 29 ➡

30 銀山温泉 山形県 500 30 ➡

31 霧島温泉 鹿児島県 498 30 ➡

32 飛騨高山温泉 岐阜県 463 32 ➡

33 湯河原温泉 神奈川県 422 34 扌

34 層雲峡温泉 北海道 376 35 扌

35 白骨温泉 長野県 363 48 扌

36 四万温泉 群馬県 362 42 扌

37 白浜温泉 和歌山県 355 40 扌

38 あわら温泉 福井県 351 46 扌

39 十勝川温泉 北海道 344 39 ➡

40 鬼怒川温泉 栃木県 338 13 ➡

41 鳴子温泉郷 宮城県 334 43 扌

42 三朝温泉 鳥取県 320 41 ➡

43 花巻温泉郷 岩手県 313 49 扌

44 石和温泉 山梨県 308 50 扌

44 宇奈月温泉 富山県 308 45 扌

46 修善寺温泉 静岡県 306 44 ➡

47 ニセコ温泉郷 北海道 303 36 ➡

48 淡路島の温泉 兵庫県 299 37 ➡

49 皆生温泉 鳥取県 294 47 ➡

50 富士河口湖温泉郷 山梨県 284 82 扌

今回で19回目となった「じゃらん人気温泉地ランキング」。
全国1万2594人の投票により、
332の温泉地から各ランキングが決定した。
支持された温泉地の取り組みや、人気如何に拘わらず
地域が直面している課題などを紹介。
“選ばれた温泉地”となるためには何が必要か。
共有し、参考にしていただきたい。
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草
津
温
泉
が
２
年
連
続
ト
ッ
プ
。

上
位
４
温
泉
は
昨
年
と
変
わ
ら
ず
。

　
も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
温
泉
地
を
尋

ね
る「
全
国
人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
こ
こ
数
年
、
僅
差
で
の
首
位
争
い
が
続

い
て
い
る
が
、
草
津
温
泉
が
２
年
連
続
で

１
位
を
獲
得
。
４
位
ま
で
は
順
位
変
動
な

し
。
30
位
ま
で
の
顔
ぶ
れ
も
ほ
ぼ
変
化
な

い
が
、
50
位
ま
で
で
は
35
位
の
白
骨
温
泉

が
13
ラ
ン
ク
、
50
位
の
富
士
河
口
湖
温
泉

郷
が
32
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

　
最
近
1
年
間
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
温

泉
地
の
う
ち
満
足
し
た
温
泉
地
を
尋
ね
る

「
全
国
温
泉
地
満
足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

は
総
合
部
門
で
わ
い
た
温
泉
郷
が
1
位
に
。

他
ラ
ン
キ
ン
グ
に
比
べ
毎
年
順
位
の
変
動

が
大
き
い
が
、
20
位
の
う
ち
11
温
泉
地
が

昨
年
同
様
ラ
ン
ク
イ
ン
。
秘
湯
部
門
で
は

10
位
す
べ
て
の
温
泉
地
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

 

「
お
す
す
め
し
た
い
穴
場
温
泉
地
ラ
ン
キ

ン
グ
」
で
は
３
年
連
続
で
１
位
を
乳
頭
温

泉
郷
が
、
２
位
を
山
鹿
･
平
山
温
泉
が
獲

得
。
松
之
山
温
泉
は
12
位
、
10
位
と
順
位

を
上
げ
続
け
、
今
回
４
位
と
な
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
過
ぎ
た
も
の
の
、
世
界
的

な
物
価
上
昇
や
増
え
続
け
る
訪
日
外
国
人

客
へ
の
対
応
、
山
間
の
小
さ
な
温
泉
地
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
地
域
の
課
題
は

尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は

そ
の
取
り
組
み
や
直
面
し
て
い
る
現
状
を

紹
介
し
て
い
く
。

おすすめしたい穴場温泉地
ランキングベスト30 
これまで行ったことがある温泉地に対して

「おすすめしたい穴場温泉地」の推奨率
（複数回答5つまで）
※推奨率（％）＝おすすめしたい穴場温泉地の回答数÷訪問経験がある温泉地の回答数

全国温泉地満足度ランキング・
総合部門ベスト20
最近1年間に行ったことがある温泉地のうち「満足した」温泉地
1年間の訪問者100人以上（単一回答）（122温泉地）

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 わいた温泉郷 熊本県 96.0 101

2 雲仙温泉 長崎県 95.7 299

3 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 95.3 149

4 奥飛騨温泉郷 岐阜県 94.3 335

5 登別温泉 北海道 94.1 488

5 湯田中渋温泉郷 長野県 94.1 118

5 別府温泉郷 大分県 94.1 627

5 霧島温泉 鹿児島県 94.1 270

9 乳頭温泉郷 秋田県 93.9 198

10 淡路島の温泉 兵庫県 93.7 350

10 指宿温泉 鹿児島県 93.7 207

12 黒川温泉 熊本県 93.5 291

13 草津温泉 群馬県 93.1 909

14 白老・虎杖浜温泉 北海道 93.0 115

14 十勝川温泉 北海道 93.0 243

14 湯村温泉 兵庫県 93.0 143

17 瀬波温泉 新潟県 92.7 110

18 蔵王温泉 山形県 92.6 244

18 四万温泉 群馬県 92.6 298

20 玉造温泉 島根県 92.4 342

順位 温泉地名 都道府県 推奨率（％）集計対象数 昨年順位

1 乳頭温泉郷 秋田県 31.1 578 1 ➡

2 山鹿・平山温泉 熊本県 28.5 231 2 ➡

3 わいた温泉郷 熊本県 27.8 146 6 扌

4 松之山温泉 新潟県 27.1 96 10 扌

5 温泉津温泉 島根県 26.9 112 3 ➡

6 下風呂・薬研温泉 青森県 25.9 97 8 扌

7 八甲田温泉・酸ヶ湯温泉 青森県 25.3 397 10 扌

7 肘折温泉 山形県 25.3 113 5 ➡

9 ぬかびら源泉郷 北海道 24.2 125 13 扌

10 小安峡温泉・秋の宮温泉 秋田県 23.3 89 21 扌

10 高湯温泉 福島県 23.3 135 7 ➡

12 長湯温泉 大分県 23.2 110 4 ➡

13 銀山温泉 山形県 21.7 288 12 ➡

14 奥飛騨温泉郷 岐阜県 21.6 559 19 扌

15 古湯・熊の川温泉 佐賀県 21.5 125 33 扌

16 黒川温泉 熊本県 21.1 583 8 ➡

17 真木温泉 山梨県 20.5 18 22 扌

18 尻焼温泉 群馬県 20.1 67 24 扌

19 貝掛温泉 新潟県 20.0 52 20 扌

20 白骨温泉 長野県 19.9 242 23 扌

21 カルルス温泉 北海道 19.4 102 28 扌

22 夏油高原温泉郷 岩手県 19.2 83 17 ➡

23 扉温泉 長野県 19.1 29 40 扌

23 大歩危・祖谷周辺の温泉 徳島県 19.1 234 25 扌

23 鈍川温泉 愛媛県 19.1 56 15 ➡

26 湯の峰温泉 和歌山県 19.0 55 46 扌

27 栃尾又温泉 新潟県 18.2 29 41 扌

28 龍神温泉 和歌山県 18.1 95 42 扌

29 白布温泉 山形県 17.8 67 42 扌

30 十勝川温泉 北海道 17.5 243 32 扌

秘湯部門ベスト10
1年間の訪問者数が50人以上100人未満

（単一回答）（81温泉地）

※最近１年間=２０２３年８月〜２０２４年８月頃を指す
※満足度＝「とても満足」「やや満足」「どちらともいえない」「やや不満」「とても 
　不満」のうち、「とても満足」「やや満足」と答えた人の割合を合わせて算出

順位 温泉地名 都道府県 満足度（％） 集計対象数

1 白骨温泉 長野県 94.9 78 

2 小野川温泉 山形県 94.5 55 

3 小田・田の原・満願寺温泉 熊本県 94.0 50 

4 旭岳温泉・天人峡温泉 北海道 93.9 82 

4 高湯温泉 福島県 93.9 99 

6 久住温泉 大分県 93.8 80 

7 秋田八幡平温泉郷 秋田県 93.5 77 

8 金太郎温泉 富山県 92.9 56 

9 野沢温泉 長野県 92.7 82 

9 長湯温泉 大分県 92.7 82 
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取
材
時
は
12
月
中
旬
、
冬
休
み
に
は
ま

だ
早
い
平
日
に
も
拘
わ
ら
ず
、
J
Ｒ
長
野

原
草
津
口
駅
に
並
ん
で
い
た
バ
ス
は
、
列

車
が
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
満
席
と
な
り
、

草
津
温
泉
へ
向
け
次
々
と
出
発
し
た
。
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
湯
畑
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、

２
０
２
１
年
の
裏
草
津
地
蔵
エ
リ
ア
、
２

０
２
３
年
の
温
泉
門
な
ど
新
た
な
ス
ポ
ッ

ト
が
加
わ
り
、
昔
な
が
ら
の
風
情
を
保
ち

な
が
ら
観
光
エ
リ
ア
は
拡
大
。
町
の
中
は

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
遠
さ
を
感
じ

さ
せ
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
町
そ
の
も
の
に
加
え
、
補
助
金
を
利
用

し
た
改
装
に
よ
り
付
加
価
値
を
ア
ッ
プ
し

た
宿
も
増
加
中
。
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て

い
る
１
０
７
軒
の
う
ち
約
40
軒
が
部
屋
や

風
呂
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
と
い
う
。

「
町
の
宿
泊
施
設
の
う
ち
８
割
が
小

規
模
宿
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
団
体

客
が
減
少
し
た
こ
と
で
個
人
客
に
向
け
た

改
装
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て

設
備
が
充
実
し
て
い
る
宿
か
ら
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
泊
ま
れ
る
宿
ま
で
間
口

の
広
い
草
津
で
す
が
、
改
装
を
し
な
く
て

も
２
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円
位
上
げ
な

い
と
利
益
が
出
な
い
よ
う
な
物
価
上
昇
に

な
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
宿
は

付
加
価
値
分
も
加
え
て
料
金
を
設
定
し
ま

す
が
、
価
格
設
定
は
非
常
に
難
し
い
。
そ

れ
が
納
得
感
の
あ
る
価
格
に
な
っ
て
い
る

か
は
、
半
年
先
に
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
」（
草
津
温
泉
旅
館

協
同
組
合
理
事
長
／
草
津
温
泉
　
望
雲
　

黒
岩
裕
喜
男
さ
ん
）。

　
湯
畑
を
中
心
に
伸
び
る
小
路
は
複
数
あ

り
、
飲
食
店
な
ど
が
増
え
て
い
る
が
、
増

え
て
い
る
の
は
店
舗
だ
け
で
は
な
い
。
外

来
の
宿
泊
施
設
も
然
り
。
今
後
は
有
名
大

手
数
軒
の
進
出
も
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

「
そ
う
い
う
こ
と
を
見
据
え
て
、
補
助
金

も
活
用
し
て
う
ち
の
宿
も
大
き
な
投
資
を

行
い
ま
し
た
」（
黒
岩
さ
ん
）。

　
宿
が
ど
れ
だ
け
増
え
て
も
さ
す
が
日
本

一
の
自
然
湧
出
量
を
誇
る
草
津
。
湯
量
に

は
事
欠
か
な
い
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
温

泉
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
、
固
い
意
思
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

 

「
温
泉
の
９
割
以
上
が
町
の
管
理
で
そ
の  

条
例
が
も
の
す
ご
く
厳
し
い
。
で
も
そ
れ

が
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
」

（
黒
岩
さ
ん
）。
町
内
は
ど
こ
を
掘
っ
て
も

す
ぐ
に
温
泉
が
湧
い
て
し
ま
う
よ
う
な
土

地
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
湯
畑
が
枯
渇
し

て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
最
悪
の
事

態
が
起
き
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た

め
町
の
条
例
で
は
、
た
と
え
自
分
が
所
有

す
る
敷
地
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
掘
削
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
律
の
方
が
優

先
で
は
あ
る
が
、
温
泉
が
命
の
町
だ
か
ら

こ
そ
外
来
事
業
者
も
含
め
て
こ
の
条
例
を

守
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
供
給
さ
れ
る
湯

量
に
つ
い
て
も
シ
ビ
ア
で
、
湯
量
が
豊
富

と
言
っ
て
も
部
屋
数
を
増
や
す
た
め
に
申

請
し
た
分
す
べ
て
が
通
る
と
い
う
保
証
は

な
い
。
し
か
し
幸
い
に
も
温
泉
付
き
客
室

は
人
気
な
も
の
の
、
草
津
に
お
い
て
は
マ

ス
ト
で
は
な
い
と
い
う
。
３
軒
の
日
帰
り

温
泉
や
、
観
光
客
に
も
一
部
開
放
さ
れ
て

い
る
共
同
湯
を
湯
め
ぐ
り
で
き
る
こ
と
で
、

温
泉
欲
が
十
分
に
満
た
さ
れ
る
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

草
津
温
泉
（
群
馬
県
）

２
０
２
２
年
に
初
め
て
獲
得
以
来
、
２
年
連
続
、
３
回
目
の
首
位
に
輝
い
た
草
津
温
泉
。

“
百
年
先
を
見
据
え
た
付
加
価
値
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
”は
現
在
も
進
行
中
だ
が
、

課
題
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
人
材
不
足
や
旅
行
者
の
取
り
込
み
な
ど
、
人
気
温
泉
地
の

今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、
草
津
温
泉
観
光
協
会
で
伺
っ
た
。

全国
人気温泉地

第1位

ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、
宿
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も 

続
々
と
進
ん
で
い
る
草
津

温
泉
が
命
の
町
に
は 

温
泉
を
守
る
厳
し
い
条
例
あ
り

2023年に完成した「温泉門」。かけ流しの温泉
で足湯に浸かれる

言わずと知れた草津のシンボル、湯畑。町が一
体となって温泉を守ることで、この風景が守られ
ている

進
化
し
続
け
る
温
泉
地
が

直
面
し
て
い
る
課
題
と
は
？
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賑
わ
っ
て
い
る
町
の
中
に
は
、
実
は
朝

食
を
食
べ
ら
れ
る
店
も
多
い
。
定
食
の
他
、

宿
泊
者
以
外
も
受
け
入
れ
る
自
家
製
パ
ン

が
名
物
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
、
８
時
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ

な
ど
、
取
材
時
に
確
認
で
き
た
だ
け
で
も

７
軒
は
あ
っ
た
。

 

「
旅
館
組
合
の
宿
の
う
ち
約
30
％
が
夕
食

を
提
供
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
そ
の
う

ち
の
半
分
ぐ
ら
い
が
朝
食
の
提
供
も
行
っ

て
い
ま
せ
ん
」（
草
津
温
泉
旅
館
協
同
組

合
事
務
局
長
　
工
藤
強
一
さ
ん
）。ブ
ー
ム

か
ら
で
は
な
く
、
人
材
不
足
な
ど
に
よ
る

自
然
発
生
的
な
泊
食
分
離
の
増
加
。
し
か

し
食
事
付
き
と
素
泊
ま
り
を
組
み
合
わ
せ

て
連
泊
で
き
る
な
ど
、
旅
行
者
に
と
っ
て

は
宿
泊
す
る
こ
と
へ
の
敷
居
が
高
く
な
い

の
は
魅
力
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
合
同
入
社
式
は
交
流
の
あ
る
四
万
温
泉

（
群
馬
県
）
が
始
め
た
と
聞
き
、
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
大
き
な
職
場
が

少
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
入
社
員
の
数

も
少
な
い
。
そ
こ
で
宿
泊
施
設
に
限
ら
ず

建
設
会
社
、
病
院
な
ど
国
内
外
問
わ
ず
草

津
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
人
た
ち
の
た
め

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
主
催
。
町
長
の
挨
拶
や
、
式

の
あ
と
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
の
親
睦
会

も
。
さ
ら
に
懇
親
会「
あ
つ
ま
ら
ナ
イ
ト
」

も
毎
月
行
っ
て
い
る
。
町
で
働
く
人
で
あ

れ
ば
、
こ
ち
ら
も
国
内
外
問
わ
ず
誰
で
も

参
加
Ｏ
Ｋ
。
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で

会
費
は
２
０
０
０
円
。

 

「
毎
回
30
人
〜
40
人
が
参
加
し
て
い
て
常

連
も
い
ま
す
。
人
材
と
言
う
と
確
保
す
る

こ
と
を
先
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
は

定
着
・
定
住
さ
せ
る
た
め
の
き
っ
か
け
を

作
り
、
場
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

『
あ
つ
ま
ら
ナ
イ
ト
』
は
そ
の
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
で
す
。
確
保
を
ど
う
す
る
か
は

そ
の
次
の
段
階
。
定
住
・
定
着
に
つ
い
て

は
観
光
協
会
、
商
工
会
、
町
役
場
が
協
同

で
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
」（
草
津
温

泉
観
光
協
会
事
務
局
長
　
福
田
俊
介
さ

ん
）。

 

「
食
事
を
提
供
し
な
い
宿
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
１
泊
２
食
付
き
２
万
円

前
後
の
旅
館
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う

問
い
合
わ
せ
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
草
津
に
限
っ
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

２
食
付
き
２
万
円
と
い
う
の
が
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
の
よ
う
で
す
」（
工
藤
さ
ん
）。

　
軒
を
連
ね
る
飲
食
店
の
中
に
は
、
夕
食

時
に
行
列
を
成
す
人
気
店
も
あ
る
。
需
要

が
あ
る
か
ら
新
規
事
業
者
の
参
入
も
続
い

て
い
る
。
し
か
し
新
た
に
働
く
人
が
増
え

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
住
民
の
増
加
に
は

繋
が
っ
て
い
か
な
い
。
ま
ち
づ
く
り

が
進
ん
で
も
将
来
的
に
人
口
が
増
え

て
い
か
な
け
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
を
賄

っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
口
減
少

問
題
は
人
気
の
草
津
温
泉
で
も
避
け
て
は

通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
き
な
職
場
が
少
な
い
草
津
で
は
定
休

日
を
設
け
て
い
な
い
宿
な
ど
も
あ
り
、
複

数
の
人
が
同
時
に
休
み
を
取
る
こ
と
は
難

し
い
。
新
入
社
員
な
ど
は
、
知
り
合
い
の

ほ
と
ん
ど
い
な
い
町
で
休
み
を
１
人
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り「
つ
ま
ら
な
い
」
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
そ
う
だ
。
そ
れ

を
解
消
す
る
べ
く
草
津
温
泉
観
光
協
会
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
た
め
に
サ
ポ

ー
ト
ま
で
も
行
っ
て
い
る
。

人
材
不
足
に
よ
り
自
然
発
生
的
に 

増
加
し
て
い
る
宿
の
泊
食
分
離

職
場
の
垣
根
を
越
え
、
合
同
入
社
式
や 

懇
親
会
で
人
材
定
着
を
サ
ポ
ー
ト

湯畑から小路を抜けて行く裏草津地蔵エリア
も夜にはライトアップ

泊食分離に欠かせない朝食ス
ポット。「Lucky Bagel」は毎日
10種類以上の自家製ベーグル
を焼いている。素泊まりの宿が
増えてきた10年ほど前からモ
ーニングをスタート。「散歩のあ
とで朝食を食べる地域だと早
朝の開店になりますが、草津は
お風呂に入ったりと朝はゆっく
りなので8時オープンにしてい
ます」（店主　大高愛子さん）

草津町の人口は約6000人。そのうち約243人がネパール人という（２０
２５年１月現在）。草津は働きやすいとのクチコミで集まったようで「日本
語も堪能ですし働きぶりも真面目。『あつまらナイト』にも参加して交流
しています」（福田さん）。町には飲食店も。写真はマズガイ・パンカズさ
ん夫婦の「ジャムカベットレストラン＆バル」。2人は草津で知り合った
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ア
ク
セ
ス
が
決
し
て
い
い
と
は
言
い
難

い
草
津
温
泉
。
最
も
近
い
J
R
長
野
原
草

津
口
駅
ま
で
の
都
内
か
ら
の
直
通
特
急
の

本
数
は
少
な
く
、
そ
の
他
の
公
共
交
通
機

関
は
お
も
に
高
速
バ
ス
と
な
る
。
そ
の
バ

ス
は
７
〜
８
年
前
ま
で
は
３
社
の
み
の
運

行
だ
っ
た
が
、
今
で
は
13
社
が
乗
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

「
草
津
は
今
の
と
こ
ろ
人
気
が
落
ち
て
い

ま
せ
ん
が
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
よ

る『
２
０
２
５
年
問
題
』も
迫
り
、国
内
の

旅
行
者
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
代
が
子
ど
も
や
孫
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
パ
タ
ー
ン
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
相
当
減
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は

必
須
。
町
の
発
表
で
は
現
在
３
％
で
す
が
、

旅
館
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
戻
り
分
の
み

の
反
映
な
の
で
、
私
の
肌
感
覚
で
は
町
の

平
均
と
し
て
１
割
ぐ
ら
い
。
実
際
、
う
ち

の
宿
で
は
３
割
近
く
が
海
外
の
方
。
10
年

後
に
は
町
全
体
で
３
割
〜
４
割
を
目
指
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
黒
岩
さ

ん
）。そ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
マ
ス
ト
エ
リ
ア
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
向

け
に
は
幅
広
く
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
フ
ラ
ン
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
強
力
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
ま
し
た
」（
草

津
温
泉
観
光
協
会
会
長
／
喜
び
の
宿 

高
松
　

山
本
剛
史
さ
ん
）。欧
米
で
は
な

く
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
フ
ラ
ン

ス
な
の
は
な
ぜ
か
。「
欧
米
系

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
な
ら
、

ま
ず
は
文
化
の
発
信
地
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
を
落
と
す
の
が
い
い

と
、
旅
行
関
係
者
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
町
内

の
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
改

装
し
て
い
ま
す
が
、
冷
暖
房
を

温
泉
熱
や
湧
水
で
賄
う
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
い
、
町
と
し
て

C
O
２

排
出
量
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
温
泉
、
健
康
、

匠
の
技
な
ど
の
日
本
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
、
S
D
G

ｓ
へ
の
取
り
組
み
も
フ
ラ
ン
ス

で
は
共
感
さ
れ
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
昨
年
で
２
回
目
で
す

が
、
小
さ
な
町
の
観
光
協
会
が
単
独
で
フ

ラ
ン
ス
に
乗
り
込
む
の
は
例
が
な
い
と
の

こ
と
。
草
津
の
観
光
協
会
に
は『
熱
乃
湯
』

で
行
っ
て
い
る『
湯
も
み
と
踊
り
』
シ
ョ

ー
の
収
益
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
た

動
き
が
で
き
て
い
る
の
も
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
山
本
さ
ん
）。
フ
ラ
ン
ス
で

草
津
温
泉
の
認
知
度
は
や
が
て
上
昇
し
、

訪
れ
る
旅
行
者
も
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

だ
が
フ
ラ
ン
ス
人
旅
行
者
向
け
の
特
別
な

対
策
は
考
え
て
い
な
い
。
伝
え
る
方
法
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
や
り
な
が
ら
整
え

て
い
く
そ
う
だ
。

 

「
現
在
、
草
津
ま
で
来
ら
れ
る
外
国
人
旅

行
者
の
方
は
、
あ
る
程
度
日
本
の
文
化
を

理
解
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
受
け
入
れ
側
と
お
客
さ
ま

と
の
間
で
の
文
化
面
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

他
の
地
域
に
比
べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
工
藤
さ
ん
）。
し

か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
す
に

は
、
日
本
が
初
め
て
と
い
う
旅
行
者
向
け

の
対
応
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
も

認
識
し
て
い
る
と
い
う
。

 

「
景
気
が
い
い
と
思
っ
た
時
に
は
頂
点
に

来
て
い
る
時
と
い
う
気
が
す
る
の
で
、
今

の
う
ち
に
次
の
こ
と
を
や
っ
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い
。
草
津
の
宿
は
仲
が
よ
く
、

み
ん
な
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
や
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
先
も
乗
り
切
っ
て
い

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
黒
岩
さ
ん
）。

全国
人気温泉地

第2位

国
内
旅
行
者
の
減
少
を
見
据
え
た 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
対
策

上／観光協会の事業である熱乃
湯の「湯もみと踊り」ショー。湯畑
前という好立地にあり、多くの観光
客で賑わっている
右／伝統の湯もみと、おさるたち
の健気でかわいい姿が見事にマッ
チしたショーも、草津のコンテンツ
に加わった。草津温泉おさるの湯
もみ処「おさ湯」。西の河原通りに
2022年オープン
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―
多
く
の
宿
泊
施
設
で
も
値
上
げ
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、箱
根
に

は
大
胆
な
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て
い
る
宿

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。価
格
設
定
や
内

需
と
外
需
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
な
ど
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ｎ
　
米
、
野
菜
、
最
低
賃
金
な
ど
が
、
今

ま
で
に
な
い
ピ
ッ
チ
で
上
が
っ
て
い
る
の

で
、
弊
社
で
は
そ
れ
に
対
し
て
は
見
合
っ

た
分
の
値
上
げ
を
し
て
い
ま
す
。
内
需
と

外
需
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
少
な
い
時
で
も
３
割
近
く
、
多

け
れ
ば
４
割
。
周
り
で
も
同
じ
よ
う
な
の

で
、
ほ
ぼ
箱
根
の
平
均
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み

を
う
ま
く
行
う
こ
と
で
乗
り
切
っ
て
い
る

宿
も
あ
る
の
で
方
策
と
し
て
は
あ
る
。
し

か
し
コ
ロ
ナ
、
世
界
情
勢
、
円
相
場
な
ど

様
々
な
要
因
で
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
の

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
過
度
な
依
存
は

私
と
し
て
は
危
険
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
較
し
て
、
お
客
さ

ま
の
国
内
需
要
が
な
か
な
か
戻
っ
て
き
て

い
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
り
ま
す
。

―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
割
合
は
調
整
し
て

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

Ｎ
　
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
は
海
外
の
サ
イ
ト

と
提
携
し
て
い
た
り
と
、
様
々
な
Ｏ
Ｔ
Ａ

か
ら
予
約
が
入
る
の
で
抑
え
る
の
は
不
可

能
で
す
。

―
箱
根
は
日
本
が
初
め
て
と
い
う
外
国

人
旅
行
者
も
多
い
で
す
よ
ね
。
訪
日
外
客

数
が
増
え
続
け
る
中
で
、
特
別
な
対
応
を

取
り
入
れ
る
必
要
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

Ｎ
　
外
国
人
の
お
客
さ
ま
に
注
意
す
る
こ

と
の
ひ
と
つ
に
食
事
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ビ
ー
ガ

ン
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

な
ど
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
で
も
望
む
方
に

は
細
か
く
対
応
し
て
い
た
の
で
す
が
、
調

理
場
や
ス
タ
ッ
フ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
減
っ
た

ま
ま
戻
っ
て
き
て
い
な
い
た
め
基
本
的
に

今
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

―
首
都
圏
に
近
い
箱
根
で
も
人
材
不
足

な
の
で
す
ね
。

Ｎ
　
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
は
料
理
や
部
屋
に

つ
い
て
の
ク
レ
ー
ム
が
多
い
こ
と
が
あ
る
。

な
の
で
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
的
な
対
応
が

で
き
な
い
と
き
ち
ん
と
伝
え
て
く
れ
る
と

こ
ろ
と
取
引
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
プ
ラ
ン
や
部
屋
を
絞
り
、
夕
食
付

き
プ
ラ
ン
を
販
売
し
な
い
な
ど
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ノ
ー
シ

ョ
ー
が
多
い
の
で
１
０
０
%
近
く
事
前
カ

ー
ド
決
済
に
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ご
料

金
を
い
た
だ
い
て
お
く
し
か
な
い
と
い
う

の
が
今
の
結
論
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
決

済
で
は
解
決
で
き
な
い
料
金
の
問
題
も
起

き
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

Ｎ
　
ホ
テ
ル
の
料
金
は
部
屋
に
対
し
て
か

か
り
ま
す
が
、
旅
館
の
場
合
は
人
数
に
対

し
て
か
か
り
ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
開
け

の
頃
に
は
、
予
約
の
人
数
と
、
実
際
に
訪

れ
た
人
数
が
違
う
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
し
た
。
例
え
ば
予
約
は
２
名
で
入
っ

て
い
る
の
に
、
夕
食
会
場
に
は
大
人
に
加

え
て
子
ど
も
３
人
も
一
緒
に
現
れ
る
。
第

１
の
関
門
で
あ
る
フ
ロ
ン
ト
で
は
う
ま
く

隠
れ
て
い
た
の
か
気
付
け
な
か
っ
た
の
で

す
。
料
理
や
寝
具
の
支
度
も
な
い
。
人
数

の
増
加
分
は
当
然
い
た
だ
き
ま
す
が「
自

分
は
こ
れ
で
予
約
し
た
、
１
部
屋
の
中
に

寝
か
せ
る
か
ら
問
題
な
い
」
と
ガ
ン
と
し

て
言
い
張
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現

場
は
疲
弊
し
ま
す
が
、
し
か
し
こ
う
い
う

経
験
を
積
ん
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
対
応

力
が
高
ま
り
ま
し
た
。

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
鍛
え
ら

れ
て
い
く
の
で
す
ね
。

Ｎ
　
寝
具
で
は
枕
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い

う
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
で
す
。
硬
い
、
柔

ら
か
い
な
ど
の
好
み
の
違
い
な
ら
わ
か
り

ま
す
が
、
単
純
に「
も
う
１
つ
く
だ
さ
い
」

と
。
ホ
テ
ル
だ
と
ベ
ッ
ド
に
枕
が
２
つ
並

ん
で
い
た
り
す
る
の
で
、
外
国
人
の
方
に

よ
っ
て
は
１
人
に
付
き
２
つ
な
い
と
眠
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
使
い
途
は
不
明
で

す
が
こ
れ
か
ら
は
２
つ
ず
つ
用
意
し
た
方

が
い
い
の
か
と
い
う
話
は
出
て
い
ま
す
。

―
お
風
呂
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

Ｎ
　
タ
ト
ゥ
ー
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
大

浴
場
で
は
な
く
貸
切
風
呂
を
使
い
た
い
と

い
う
方
も
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
半
露

天
風
呂
付
き
客
室
も
海
外
の
方
の
利
用
が

多
い
の
で
す
が
、
檜
風
呂
は
注
意
が
必
要

で
し
た
。
お
客
さ
ま
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
温

泉
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
毎
日
お
風

呂
の
お
湯
を
抜
い
て
い
る
の
で
す
が
、
檜

は
使
い
始
め
て
し
ば
ら
く
経
つ
と
色
が
く

す
ん
で
き
て
、
空
の
浴
槽
だ
と
黒
ず
ん
だ

部
分
な
ど
が
カ
ビ
の
よ
う
に
見
え
て
目
立

っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
ひ
と
目
見
た

だ
け
で「
こ
の
風
呂
は
全
然
だ
め
！
部
屋

を
変
え
て
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。―

岩
や
陶
器
の
浴
槽
だ
と
起
き
な
い
よ

う
な
問
題
で
す
ね
。
温
泉
も
日
本
の
大
切

な
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
性
質
に
つ
い
て
の

理
解
も
さ
れ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

全国
人気温泉地

第2位

選ばれた温泉地が直面している課題

箱
根
温
泉
の
場
合

 

神
奈
川
県
箱
根
町

国
内
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も

高
い
人
気
を
誇
る
箱
根
温
泉
で
も

宿
泊
施
設
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

箱
根
で
は
比
較
的
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

価
格
帯
を
設
定
し
て
い
る
宿
泊
施
設
の
N
社
長
に
、

驚
き
の
事
例
や
対
応
策
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

Interview
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地
域
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の

小
さ
な
旅
行
会
社
の
設
立

　
新
潟
県
屈
指
の
豪
雪
地
帯
。
妻
有（
つ

ま
り
）郷
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
松
之
山
温

泉
は
あ
る
。「
冬
は
行
け
な
い
ん
で
し

ょ
？
」
と
今
で
も
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
が
、
冬
は
温
泉
熱
を
活
用
し
道
路

を
融
雪
。
積
雪
時
に
も
車
1
台
分

は
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

冬
イ
コ
ー
ル
閑
散
期
、
と
い
う
状

態
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
宿
泊
施
設
は
10
軒
。
小
さ
な
温
泉
地
は

３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る「
大
地
の
芸
術

祭
　
越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
や
、

清
津
峡
で
知
ら
れ
る
十
日
町
市
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
会
を
き
っ
か
け
に
認
知
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
地
域
で
の
取
り
組
み
は
15
年
ほ
ど
前

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
８
軒
の
宿
と
土
産
物
店
、
建
設
会
社
の

オ
ー
ナ
ー
と
住
民
な
ど
が
共
同
出
資
を
し

て「
松
之
山
温
泉
合
同
会
社
ま
ん
ま
」
を

設
立
。
旅
行
会
社
で
あ
る
が
、
外
に
向
け

て
の
動
き
が
目
的
で
は
な
い
。
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
前
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の
２
時
間

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
日
本
三
大
薬

湯
と
言
わ
れ
る
独
特
の
温
泉
を
い
い
と
思

っ
て
も
ら
え
た
と
し
て
も
、
あ
る
の
は
温

泉
だ
け
で
は
な
い
。
地
域
な
ら
で
は
の
体

験
で
こ
の
地
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
た
。
同
じ
頃
、
地
元
を
愛
す

る
達
人
た
ち
が
作
っ
た
会「
里
山
の
め
ぐ

み
案
内
人
」
と
協
業
し
て
、
体
験
を
提
供

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
食
や
風
景
が

当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く

 

「
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
15
年
前
の
当

時
は
、
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
地
域
の

よ
さ
が
見
え
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
例

え
ば
山
菜
料
理
な
ど
茶
色
で
華
や
か
さ
が

な
い
か
ら
、
こ
れ
で
は
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
築
地
な
ど
か
ら
な
る
べ
く
安
く

て
い
い
も
の
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
を
考
え

た
り
し
て
。
こ
れ
は
松
之
山
だ
け
の
話
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
」（
柳
さ
ん
）。

そ
の
よ
う
な
中
で
ま
ん
ま
加
盟
の
旅
館
8

軒
で
は
地
域
性
を
持
と
う
と
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
料
理
開
発
の
勉
強
会
を
開
催
。

講
師
か
ら
こ
の
地
域
で
何
が
一
番
お
い
し

い
か
と
聞
か
れ
た
時
に
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。「
棚
田
の
米
な

ん
か
普
通
に
使
っ
て
い
る
し
、
み
ん
な
美

味
し
く
て
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
し
。
で
も
誰
か
が
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
の

で
す
。
当
た
り
前
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
と
」。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
大
き
く
気

づ
か
さ
れ
、
棚
田
の
米
を
使
っ
た
郷
土
料

理「
棚
田
鍋
」を
開
発
。棚
田
は
松
之
山
温

泉
を
象
徴
す
る
存
在
。
自
然
の
ダ
ム
と
言

わ
れ
、
こ
こ
の
里
山
の
成
り
立
ち
に
不
可

欠
な
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
鍋
で
表
現
し
よ

う
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
３
軒
の
宿
で
提

供
。「
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
け
れ
ど
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
。
う

ち
の
宿
で
は
最
初
は
冬
だ
け
で
し
た
が
、

今
で
は
春
夏
秋
冬
の
風
景
や
具
材
を
使
っ

て
、
通
年
提
供
し
て
い
ま
す
」。

湯
治
ス
タ
イ
ル
の
提
案
と

拠
点
･
湯
治
B
A
R
の
誕
生

　
松
之
山
温
泉
は
１
２
０
０
万
年
前
に
地

層
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
化
石
海
水
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
地
下
で
高
い
圧
力
を
受
け
、

有馬、草津と並び日本三大薬湯
と呼ばれている松之山温泉。戦
後の一時期、塩を採ったという
ほど塩分が強い

お米を作るだけではなく、四季折々、見るのも楽しいのが
棚田の風景。星峠（ほしとうげ）の棚田、儀明（ぎみょう）の
棚田、蒲生（かもう）の棚田など、多くの美しい棚田がある

松
之
山
温
泉
（
新
潟
県
）

長
野
県
と
の
県
境
に
あ
る
松
之
山
温
泉
。

独
特
の
泉
質
を
持
つ
温
泉
だ
け
で
は
な
い
地
域
の
魅
力
を
、

ど
の
よ
う
に
磨
い
て
、
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

ひ
な
の
宿 

ち
と
せ
の
柳
一
成
さ
ん
に
伺
っ
た
。

おすすめ
したい

穴場温泉地

第4位

山
間
の
小
さ
な
温
泉
地
に

人
を
呼
ぶ
仕
掛
け

30



高
温
と
な
っ
て
噴
き
出
す「
ジ
オ
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
型
温
泉
」
と
呼
ば
れ
、
塩
分
は
強

め
で
、
メ
タ
ケ
イ
酸
の
成
分
が
基
準
値
の

４
倍
あ
る
と
い
う
。
独
特
の
香
り
は「
石

油
の
よ
う
な
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
湯
に
浸
り
な
が
ら
暮
ら
す
よ
う

に
滞
在
し
て
も
ら
い
た
い
。
昔
の
よ
う
に

１
週
間
と
か
１
カ
月
な
ど
は
無
理
で
も
，

２
泊
３
泊
ぐ
ら
い
連
泊
し
て
過
ご
す
湯
治

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
小
さ
な
温
泉
地
だ
が
、
飲
食
店

は
７
軒
。
ラ
ー
メ
ン
、
和
食
、
焼
き
鳥
、
そ

ば
、
定
食
、
プ
リ
ン
に
特
化
し
た
カ
フ
ェ

な
ど
宿
の
軒
数
に
対
し
て
店
の
軒
数
も
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
豊
富
。
２
０
２
２
年
に

は
薪
窯
料
理
を
味
わ
え
る「
湯
治
Ｂ
Ａ
Ｒ
　

松
之
山
温
泉
」
も
オ
ー
プ
ン
。
10
時
の
カ

フ
ェ
タ
イ
ム
か
ら
始
ま
り
23
時
ま
で
オ
ー

プ
ン
。
湯
上
が
り
の
1
杯
や
寝
酒
を
飲
み

に
訪
れ
る
人
も
多
い
。
湯
治
Ｂ
Ａ
Ｒ
は
ひ

な
の
宿 

ち
と
せ
に
よ
る
経
営
だ
が「
体
の

疲
れ
を
と
る
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
交
換

の
場
に
な
っ
て
い
た
の
が
湯
治
場
。
湯
治

B
A
R
に
は
松
之
山
温
泉
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
」。

温
泉
地
経
営
は
、
乗
り
降
り
自
由
で

停
ま
ら
な
い
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

 

「
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
を

作
り
、
厳
し
か
っ
た
時
代
の
こ
と
な
ど
も

含
め
て『
松
之
山
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
』
と
い

う
サ
イ
ト
で
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
し
て
い
ま

す
。
昔
の
こ
と
を
忘
れ
ず
見
直
し
て
い
く

こ
と
で
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」。ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
に
当

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
当
て

は
ま
る
こ
と
で
い
い
と
思
っ
た
こ
と
を
取

り
入
れ
て
行
く
。
た
だ
し
温
泉
地
全
員
の

意
見
を
待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
前
も
後
ろ
も
扉
が
開
い
た
ま
ま
ゆ
っ
く

り
走
る
バ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
。
な
る
べ
く
停

ま
ら
な
い
よ
う
に
走
り
、
そ
の
時
々
で
乗

っ
た
り
降
り
た
り
自
由
と
い
う
感
じ
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」。
ま
ん
ま
で

は
、
こ
の
独
特
の
温
泉
を
使
っ
た
化
粧
品

を
開
発
、
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
松
之
山
温
泉
は
S
D
G
s
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
S
D
G
s
と
い
う
言
葉

も
聞
か
れ
な
い
時
代
か
ら
循
環
な
ど
、
理

に
適
う
こ
と
は
行
っ
て
き
て
い
る
。
現
在

は
ま
ん
ま
も
出
資
し
て
い
る
事
業
と
し
て
、

地
熱（
温
泉
熱
）
を
利
用
し
た
自
然
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
田
谷
区
に
売
電
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
ま
ん
ま
の
企
画
で
は
自
慢
の
ブ

ナ
林「
美
人
林
」を
舞
台
に
、縁
の
あ
る
シ

ェ
フ
を
呼
ん
で
ダ
イ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
1
名
約
4
万
円
。
２
晩

開
催
。
美
人
林
の
中
で
、
空
気
や
景
色
と

と
も
に
味
わ
う
松
之
山
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
料

理
。
毎
年
発
売
し
て
即
完
売
に
な
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
だ
。

　
さ
ら
に
大
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
も
行
っ
て

い
る
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
を
し
、若
い

世
代
か
ら
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。

　
か
つ
て
は
冬
で
あ
れ
ば
雪
に
埋
も
れ
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
山
間
の
小
さ
な
温

泉
地
。
棚
田
や
ブ
ナ
林
、
食
を
大
切
に
し

な
が
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
、

穴
場
感
は
あ
り
な
が
ら
も
、
高
い
満
足
感

を
得
ら
れ〝
お
す
す
め
し
た
い
〞
と
言
わ

せ
る
温
泉
地
に
な
っ
た
。
ゆ
る
く
走
る
停

ま
ら
な
い
バ
ス
の
進
む
先
に
注
目
し
て
い

き
た
い
。

湯治BARには観光案内所、カフェ＆バー、ワークスペース、長期滞在が可能な
宿泊施設などが揃う。宿泊施設にはキッチン付き、予約は2泊から受け付け

温泉組合に加盟している宿泊施設すべてが参画しているわけではないが、　
松之山温泉の躍進はまんま開発のコンテンツなしには語れない。❶松之山
温泉コスメシリーズ。ミストからスタートし、8つのラインナップを販売　❷63
～68℃の源泉熱を利用し「妻有ポーク」でしっとり柔らかな温泉ローストポー
クを作る湯治豚づくり体験　❸松之山サスティナブル・ダイニングin 美人林。
里山の魅力と価値を存分に味わえるディナーとお酒を楽しむイベント。2024
年で6回目。3年前からはフランスのシャンパーニュ「TELMONT」が特別協賛

❸

❷ ❶
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価値と感動を生み出す人に
インタビュー

「有名シェフの」などの枕詞は何もない。それでも多くの人に愛されるレシピとは何か？
フォロワー40万人の人気料理家の話には、ニーズの掴み方やファンづくりの秘密が詰まっていた。

い
い
レ
シ
ピ
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も

普
通
の
人
に
は
手
の
届
か
な
い
場
所
に
あ
る
。

便
利
な
は
ず
の
世
の
中
で
困
っ
て
い
る
人
が

実
は
た
く
さ
ん
い
た
の
で
す

写真=佐藤兼永

「
こ
れ
な
ら
作
り
た
い
」を
見
つ
け
出
し

生
活
の
中
の
料
理
と
し
て
発
信
す
る

69

「
ち
ょ
う
ど
い
い
」を
求
め
る 

自
分
の
ワ
ガ
マ
マ
が
原
点

　
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
紹
介
さ
れ
る
レ
シ

ピ
は
、
基
本
的
に
１
ポ
ス
ト
で
収
ま
る

簡
単
な
も
の
。
そ
れ
な
の
に
ち
ゃ
ん
と

作
っ
た
感
じ
が
し
て
栄
養
も
あ
る
長
谷

川
氏
の「
限
界
丁
寧
ご
は
ん
」は
、
多
忙

な
ア
ラ
サ
ー
女
性
を
中
心
に
絶
大
な
人

気
を
誇
り
、
今
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
40

万
人
を
超
え
る
。

　
発
想
の
原
点
は「
ワ
ガ
マ
マ
」
だ
。

 

「
お
洋
服
で
も
、
か
わ
い
い
け
ど
値
段

が
高
く
て
買
え
な
か
っ
た
り
、
安
い
け

ど
色
や
質
感
が
ち
ょ
っ
と
…
と
言
っ
て

い
る
と
最
後
は
自
分
で
作
る
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
私
は

料
理
や
レ
シ
ピ
本
が
大
好
き
な
の
で
、

そ
う
い
う『
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
う
だ
っ

た
ら
い
い
の
に
』
を
料
理
に
対
し
て
思

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」

　
簡
単
、
美
味
し
そ
う
、
作
り
た
い
と

思
え
る
…
長
谷
川
氏
自
身
は
レ
シ
ピ
を

探
す
こ
と
自
体
が
好
き
だ
か
ら
、
そ
ん

な「
ち
ょ
う
ど
い
い
レ
シ
ピ
」
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
。し
か
し
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
見
て
気
付
い
た
の
は
、
多
く
の

人
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

 

「
ネ
ッ
ト
に
は
情
報
が
多
す
ぎ
て
、
素

材
名
で
検
索
す
る
と
上
位
は
一
部
の
人

料
理
家
／
管
理
栄
養
士

長
谷
川
あ
か
り

Akari H
asegaw

a
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気
レ
シ
ピ
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

本
当
は
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
レ
シ

ピ
が
あ
る
の
に
、
相
当
手
を
か
け
な
い

と
た
ど
り
着
け
な
い
ん
で
す
ね
」

　求
め
る
の
は
時
短
だ
け
で
は
な
い
が
、

料
理
に
ば
か
り
時
間
を
か
け
ら
れ
る
わ

け
で
も
な
い
。
趣
味
で
料
理
を
作
っ
て

い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
の
に
、
生
活

の
一
部
に
な
る
と
楽
し
め
な
い
。
そ
ん

な
人
が「
作
っ
て
み
た
い
」
と
思
え
る

「
全
部
の
中
間
み
た
い
な
」
レ
シ
ピ
を
、

届
き
や
す
い
形
で
。「
そ
う
思
っ
て
発

信
し
て
み
た
ら
、
自
分
と
同
じ『
ワ
ガ

マ
マ
な
人
』
が
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
」

届
け
る
こ
と
が
目
的
な
ら 

「
自
分
」を
前
面
に
出
せ

　届
い
て
ほ
し
い
人
に
届
け
る
た
め
に

意
識
し
て
い
る
の
は
、
自
分
と
い
う

「
人
物
」を
出
す
こ
と
。そ
の
た
め
に
、買

っ
た
服
や
行
っ
た
場
所
も
発
信
す
る
。

 

「
好
き
な
服
と
か
居
場
所
が
似
て
い
る

人
は
好
き
な
味
も
似
て
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。『
こ
の
人
、

こ
う
い
う
も
の
を
選
ぶ
ん
だ
。分
か
る
』

と
思
え
る
人
の
レ
シ
ピ
の
ほ
う
が
親
和

性
が
高
い
は
ず
だ
か
ら
、
そ
う
思
っ
て

く
れ
る
人
に
届
け
た
い
ん
で
す
」

　レ
シ
ピ
を
一
つ
の
レ
シ
ピ
と
し
て
だ

け
見
て
い
れ
ば
、
作
れ
ば
終
わ
り
で
次

は
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
探
す
こ
と
に
な
る
。

で
も
、
本
当
は
一
度
作
っ
た
レ
シ
ピ
を

自
分
の
も
の
に
で
き
る
ほ
う
が
い
い
し
、

そ
の
た
め
に
は「
共
感
で
き
る
誰
か
」

の
料
理
を
作
る
ほ
う
が
い
い
。
長
谷
川

氏
自
身
が
経
験
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
思

う
こ
と
だ
。

　長
谷
川
氏
の
レ
シ
ピ
は
必
ず
し
も
手

軽
な
ば
か
り
で
は
な
い
。
か
け
な
く
て

よ
い
手
間
は
で
き
る
だ
け
省
く
け
れ
ど
、

手
間
と
味
を
天
秤
に
か
け
、
手
間
を
上

回
る
味
が
得
ら
れ
る
と
思
え
ば
省
か
な

い
。
そ
の
基
準
は
あ
く
ま
で
自
分
の
感

覚
だ
か
ら
、「
こ
う
す
る
べ
き
」
と
言
う

気
は
全
く
な
い
。
し
か
し
、
共
感
で
つ

な
が
っ
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
な
ら
ば
、
長
谷

川
氏
が「
お
願
い
、
信
じ
て
！
」と
思
い

な
が
ら
投
稿
す
る
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
も

共
感
し
て
く
れ
る
の
だ
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
秘
訣
は 

ま
ず
文
字
で
書
き
出
す
こ
と

　数
多
く
の
レ
シ
ピ
を
世
に
送
り
出
す

秘
訣
は
、「
思
い
つ
い
た
レ
シ
ピ
を
、
と

に
か
く
一
度
書
い
て
溜
め
て
お
く
」
こ

と
だ
。「
そ
れ
か
ら
一
カ
月
ほ
ど
寝
か

せ
て
お
い
て
、
改
め
て
見
て
み
た
と
き
、

『
作
っ
て
み
た
い
か
も
』
と
思
え
た
ら
採

用
す
る
ん
で
す
」確
か
に
、
こ
ん
な
ふ

う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を「
量
産
」
で
は

な
く「
蓄
積
」と
考
え
れ
ば
、
取
り
組
む

ハ
ー
ド
ル
は
下
が
る
。

　さ
ら
に
、
レ
シ
ピ
完
成
直
前
ま
で
敢

え
て
試
作
は
し
な
い
。

 

「
先
に
試
作
を
す
る
と
、
食
材
を
無
駄

に
し
た
く
な
く
て
守
り
に
入
っ
ち
ゃ
う

ん
で
す
よ
ね
。
文
字
な
ら
、
や
り
た
い

放
題
組
み
合
わ
せ
て『
俺
の
考
え
た
最

強
の
料
理
』
み
た
い
な
妄
想
が
で
き
る

し（
笑
）、
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
ら
消
せ
ば

い
い
だ
け
で
す
か
ら
」
そ
ん
な
大
胆
で

自
由
な
発
想
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
レ
シ
ピ

を
生
み
出
す
源
だ
。

 

「
料
理
家
と
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
叱
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
ん

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も

『
美
味
し
い
』
が
最
優
先
で
は
な
い
ん
で

す
。
今
が
世
の
中
に
は
美
味
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
当
た
り
前
で
、

だ
か
ら
自
分
の
料
理
が
最
高
に
美
味
し

く
な
く
て
も
、
楽
し
く
作
れ
た
ら
い
い
。

も
っ
と
言
え
ば
最
悪
作
ら
な
く
て
も
、

レ
シ
ピ
の
写
真
を
見
て『
こ
う
い
う
の

食
べ
て
み
た
い
か
も
』
と
思
え
る
だ
け

で
も
い
い
。
忙
し
く
て
疲
れ
て
自
分
が

何
を
欲
し
て
い
る
か
も
わ
か
ら
な
く
な

る
中
で
、
そ
う
思
う
こ
と
が
ち
ょ
っ
と

し
た
セ
ラ
ピ
ー
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
十

分
嬉
し
い
と
も
思
う
の
で
す
」

1996年埼玉県生まれ。小学6年生で始めたタレン
ト活動を20歳で引退し、大学に進学して管理栄養
士の資格を取得。2020年頃から始めた投稿をきっ
かけに、2022年から本格的に料理家としての活動
を始める

「料理の腕を自慢できる」でも「SNSで映
える」でもない「生活の中の料理」である
ことは長谷川氏のレシピの大きな特徴。
当初は「働くアラサー女性が少しラクを
して作れる」というイメージで投稿を始め
たが、今は「ワンランク上の料理を作りた
い学生」や「共働きの男性」など、想定し
ていなかった層まで支持が広がってい
る。Xでは数日の一度のペースでレシピ
を投稿し続けているが、レシピ本も続々
出版している。

意外な層に広がりを見せる
「生活の中の料理」

2024年12月に発売
された『長谷川あかり　
DA ILY REC IPE　
Vol. 2』（扶桑社ム
ック／1650円）。
冬季の出版に合
わせて少し「ごち
そう」要素も加え
たレシピは読ん
でいるだけでも
楽しい
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使
い
込
む
中
で
深
み
を
増
す
色
や
、
小
さ
な
シ
ミ
な
ど
の

あ
し
あ
と
に
、
愛
着
が
湧
く
大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ

〝
育
て
る
〟を
楽
し
む

曲
げ
わ
っ
ぱ
の
弁
当
箱

秋
田
県
大
館
市 

取材・撮影協力

大館曲げわっぱ協同組合
秋田県大館市字中町5番地A
☎0186-49-5221
https://odate-magewappa.com/

柴田慶信商店 
わっぱビルヂング店
秋田県大館市御成町1-12-27
☎0186-59-7123
https://magewappa.com/

大館市木の柾目（まさめ）も美しい白木弁当箱。
手前／こまち弁当箱（一段）12,100円〜 
奥／長手弁当箱（小）13,200円〜。ハ
ンカチ2,200円、ランチベルト1,100円。
各税込（柴田慶信商店）

大館市は

忠犬ハチ
公の

故郷だワ
ン

初心者には、おかずをポンポンと並べるだけで様に
なる長手タイプがおすすめ

　弁
当
箱
と
し
て
は
高
価
だ
し
、
白
木

は
手
入
れ
が
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？

油
や
汁
が
滲
み
込
ま
な
い
か
？
と
躊
躇

し
た
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
弁
当
箱
。
平
安
時

代
に
歴
史
を
遡
る
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
知
恵

と
技
術
を
保
持
す
る「
伝
統
工
芸
士
」

を
擁
す
る
大
館
曲
げ
わ
っ
ぱ
協
同
組
合

で
お
聞
き
す
る
と
、
い
く
つ
か
約
束
事

が
あ
る
と
の
こ
と
。「
水
で
濡
ら
し
て

か
ら
使
う
」「
中
性
洗
剤
で
洗
わ
な
い
」

等
々
、
ど
れ
も
白
木
を「
汚
れ
に
く
く

す
る
／
汚
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
」の
先

人
の
知
恵
。
確
か
に
ひ
と
手
間
か
か
る

が
、
実
際
に
お
弁
当
を
詰
め
て
み
て
、

こ
れ
く
ら
い
の
手
間
な
ど
何
ほ
ど
で
も

な
い
と
思
え
て
き
た
。
美
味
し
い
の
だ
。

木
が
水
分
量
を
調
整
し
て
、
ご
飯
も
お

か
ず
も
ふ
っ
く
ら
、
ベ
タ
ベ
タ
し
な
い
。

毎
日
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
れ
な
ら
自

分
に
も
丁
寧
な
暮
ら
し
デ
ビ
ュ
ー
が
で

き
る
気
が
す
る
。
お
ろ
し
た
て
の
弁
当

箱
は
秋
田
杉
が
ふ
わ
っ
と
香
る
。
新
し

い
春
、
ち
ょ
っ
と
豊
か
な
気
分
に
な
る

毎
日
を
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
の
弁
当
箱
と
と

も
に
始
め
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
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日本の観光成長に水を差す可能性
がある「オーバーツーリズム問題」。
今回は、技術と人とのつながりで
解決を目指す美瑛町のアプローチ
を取り上げました。混在を回避する
ため、受け入れ制限や二重価格な
どの対応が世界中で進んでいます。
しかし、その前にまだやれることは
あるのではないでしょうか。例えば
ごみ回収をアクティビティの1つとし
て展開、ターゲットを限定して広報
し、時間、スポットを分散、混雑情
報・魅力情報を宿泊施設や道の駅
など地域の観光窓口やインターネッ
トで行うなど、特集にはない打ち手
もあるはずです。皆様と一緒に幅
広い解決策を実施し、日本的オー
バーツーリズムの解決につなげて
いければと思っています。

編集人　沢登次彦

編集後記
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
4
年
6
月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2024年

6月号

76

vol.

76

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエスト
ロの肖像

お笑い芸人　マヂカルラブリー

野田クリス
タル

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

兵庫県

インク

仙台市、VISITはちのへ、

みよしDMO、箱根登山バス

チャレンジ
ャーに聞

いてみた！

観光現場
の

DMP活用
事例

「じゃらん宿泊旅行調査」再分析より 

自分だけ
の

リアルな
体験・交

流を求め
て

Z世代の
旅行スタ

イル

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

「
３
年
の
計
」

高
付
加
価
値
旅
行
者
を

呼
び
込
む

『
秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
欧
米
豪
ミ
ド
ル
富
裕
層
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』研
究
よ
り

リクルート

とーりまかし Vol.76

製版寸法
  天地 28

6.0mm :
  左右 42

6.0mm
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C
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Y
DIC159s

PANTONE
1375C

とーりま
かし76.in

dd   全ペ
ージ

とーりま
かし76.in

dd   全ペ
ージ

2024/05
/20   10:1

7
2024/05

/20   10:1
7

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
4
年
9
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2024年9月号

77

vol.
77

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
FC今治／
株式会社今治．夢スポーツ
代表取締役会長

岡田武史
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
福井県

レピヤンリボン

『まち歩き調査2024』より

「人」と「まち」のタイプ分類で、 
地域の戦術をレベルアップ！

攻略！
「まち歩き」クエスト

地域資源に変革を起こす

トランス
フォーマティブ・
トラベルとは？

じゃらん
観光国内
宿泊旅行調査
 2024

今の日本人旅行がわかる！
属性別傾向から地域キャラ分析まで

リクルート とーりまかし Vol.77

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4
表紙 1   責了  B C M Y DIC159s PANTONE

1375C
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心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
4
年
12
月
号

vol. 心を動かす、日本を元気にする観光・レジャーのプロデューサー応援情報誌

2024年12月号

78

vol.
78

連載
価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像映画作家河瀨直美
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
神奈川県名所まんじゅう

生成AIの進化は観光をどう変えていく!?観光×AI未知なる魅力を知る存在は
高ロイヤリティ従業員ではないか？
「ファン従業員」から引き出す新・宿泊需要の可能性

ご
当
地
調
査
２
０
２
４

全
都
道
府
県
民
の

「
愛
」
に
迫
る
！

ご
当
地
愛
は
観
光
を
救
う
の
か
？

リクルート

とーりまかし Vol.78

製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4

表紙 1

責了
 B

C
M

Y DIC159s PANTONE1375C

とーりまかし78.indd   全ページ

とーりまかし78.indd   全ページ

2024/11/18   21:08
2024/11/18   21:08



心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
５
年
3
月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌

2025年3月号

79

vol.
79

連載

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
料理家／管理栄養士

長谷川あかり
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
秋田県

曲げわっぱ

「シニアの活躍による新しい旅の
価値創造」研究より
人材難時代の救世主⁉

シニア世代の
潜在能力
山間の小さな温泉地から、
定番人気温泉地まで
発表！じゃらん人気温泉地
ランキング2025

選ばれた温泉地

 「観光地のオーバーツーリズムおよび 
 分散・平準化対策に関する現状調査」より

 やるべきことは見えてきた

みんなで挑む！
オーバーツーリズム
 問題

リクルート とーりまかし Vol.79 製版寸法  天地 286.0mm :  左右 426.0mm

表紙 4表紙 1 責了  B C M Y DIC159s PANTONE
1375C
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